
日野市の人口

8
月
28日
に
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
、
日
野
市
総
合
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。

※世帯数は外国人世帯を除く

長智午う
男宏前い泉

さ゚ 9 
旭ん時

ち翔

゜
が ‘10平<
丘母分成ん
5. 生 5~
の妙ま年い
7子れ 8ず
のさ゜月み
1ん父 1 し
-/の・日よ
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o-—正召午誤芸医和［を言祈言る＇黙9と二ぅ言を二圭

案 内 図
~
き
ょ
う

8

月
1
5日
は
、
4
9年
目
の
終
戦
記念
日
で
す
。
戦
争

i

に
よ
る
犠
牲
者
を
慰
霊
し
、
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を

~
祈
念
す
る
黙
と
う
を
、
正
午
か
ら1
分
間
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う。
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今
か
ら
49年
前
の
き
ょ
う
、
昭

和
20年
8
月
15日
に
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。
戦
後
49

こ
の
訓
練
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
.
9
（
関
東
大
震
災
規
模
）

の
地
震
発
生
を
想
定
し
、
実
践
浩

動
の
中
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
防
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。

▲すべての人たちが、いつまでも笑顔で暮らせるように

市
民
ロ
ビ
ー
ほ
か
で
開
催

16
日
か
ら
非
核
乎
和
展

9月4日に高幡台小で

．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．
 

年
が
経
過
し
、
当
時
の
悲
惨
な
戦

争
体
験
を
持
つ
人
々
が
少
数
派
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
争
に
よ
る

傷
跡
は
今
な
お
人
々
を
苦
し
め
続

け
て
い
ま
す
。
戦
争
は
決
し
て
、

過
去
の
遺
物
で
は
な
い
の
で
す
。

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
大
半
と

な
っ
た
今
日
で
も
、
私
た
ち
は
あ

の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
平
和
へ
の
道
し
る

べ
と
し
て
後
世
へ
語
り
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。き

ょ
う
の
終
戦
記
念
日
を
機
会

に、

一
人
ひ
と
り
が
も
う

一
度
「平

和
」
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
戦
争
の
惨
禍

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
人
命
の
貴
さ
に
つ
い
て
、
家

族
や
友
人
と
共
に
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
実
施
機
関
1
1
日
野
市
、
日
野
警

察
署
、
日
野
消
防
署
、
日
野
市
消

防
団
、
日
野
市
医
師
会
、
日
野
保

健
所
、
東
京
電
力
昧
、
東
京
ガ
ス

枕、

N
T
T閥
、
日
野
市
赤
十
字

［救急、のつどし‘

晋通救命講習会］

ー
及
び
101会
議
室

▽
内
容
1
1
戦
争
と
平
和
に
関
す
る

被
爆
現
物
資
料
や
市
民
が
描
い
た

原
爆
の
絵
•
原爆
被
災
写
真
の
展

示
、
実
物
大
防
空
壕
（
こ
う
）
模

型
の
展
示
及
び
ビ
デ
オ
放
映
ほ
か

▽
問
合
せ
先
ー
総
務
部
庶
務
課

6

内
線
432

▲消火器の正しい使い方、ご存じですか？

奉
仕
団
、
日
野
市
建
設
協
和
会
、

日
野
市
管
工
事
組
合
、
地
元
自
治

会▽
問
合
せ
先
ー
公
害
防
災
課

6
内

線

744

日
野
市
非
核
平
和
展
を
次
の
と
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大
半

お
り
開
催
し
ま
す
。

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日、

市
で
は
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
過
去
の
遺
物

の
恒
久
平
和
を
願
い
、
昭
和
57
年
と
す
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
現
実

10月
8
日
に
「
日
野
市
核
兵
器
廃
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け

絶
•
平
和
都
市
宣
言
」
を
議
決
。
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

ま
た
昭
和
63年
4
月
1
日
に

「日
こ
の
催
し
を
通
じ
て
、
非
核
・

野
市
平
和
事
業
基
金
条
例
」
を
制
不
戦
の
哲
い
と
平
和
の
貴
さ
に
つ

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で

定
し
、
塞
金
1
億
円
を
創
設
し
ま
い
て
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
9
月
4
日
ー
10
日
の
救
急
医

し
た
。
こ
の
塞
金
を
活
用
し
て
活
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
こ
療
週
間
に
ち
な
み
、
日
野
消
防
署

発
に
平
和
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

覧
く
だ
さ
い
。

で
は
、

9
月
4
日
に
次
の
と
お
り

す
。
今
回
の
催
し
は
、
そ
の
平
和
▽
日
時
11
8
月
16日
ー
19日
午
前
「
救
急
の
つ
ど
い
」
と
「
普
通
救

事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
に
続
き

9
時
ー
午
後
5
時

命

講

習

会

」
を
行
い
ま
す
。

開
催
す
る
も
の
で
す
。

▽
会
場
ー
市
役
所

1
階
市
民
ロ

ビ

当

日

、
「救
急
の
つ
ど
い
」
で
は
、

多

い
き
た
い
も
の
で
す
。

災
害
時
に
備
え
て
＿
28
日

に

実

施

一

気
軽
に
こ
参
加
＜
誓
い
。

▽
日
時
1
1
8月
28日
午
前
10時
i

防
5、 1
1

に
体
験
参
加
を
✓[
汀
旦
豆

止）

入
~
練
贔

市
で
は
災
害
時
に
的
確
な
情
報
▽
中
央
会
場
ー
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
場
（
案
内
図
参
照
）

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
▽
訓
練
内
容
~
"
C
D
出
火
防
止
及
び

災
害
時
に
備
え
、
防
災
施
策
を
進
身
体
防
護
訓
練

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
”
い
ざ
IJ

②
初
期
消
火
訓
練

と
い
う
時
に
何
よ
り
も
大
切
な
の
③
応
急
救
護
訓
練

は
、
皆
さ
ん
の
落
ち
着
い
た
行
動
④
避
難
訓
練

と

協

力

で

す

。

⑤

生

活

関

連

施

設

の

応

急

復

旧

訓

不
意
の
災
害
に
慌
て
な
い
よ
う
練

に
、
家
庭
内
で
の
防
災
対
策
を
話
⑤
救
出
救
助
及
び
消
火
活
動
訓
練

し
合
い
、
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
⑦
医
療
救
護
訓
練

よ
う
日
こ
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
く

⑧
中
央
会
場
に
お
け
る
起
震
申
体

こ
と
が
大
切
で
す。

験
訓
練
・
煙
体
験
訓
練
•
初
期
消

こ
の
機
会
に
、
消
火
器
の
使
い
火
訓
練
・
応
急
救
護
訓
練

方
や
応
急
救
護
方
法
な
ど
を
学
ん
⑤
炊
き
出
し
訓
練

で
い
た
だ
き
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
※
中
央
会
場
で
涌
防
車
両
、
消
防

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
資
器
材
、
防
災
用
備
品
の
展
示
も

域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策
を
進
め
て
行
い
ま
す
。
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2面…心身障害者の方に医療費を助成

3面…保健・医療のページ

4面…'94市民憲法記念行事の記録

5面…自転車・バイクは駐輪場に

6面…南平丘陵公園で自然観察会

7面…平成 7年度日野市職員募集

8面…みんなのメモ帳

医
師
に
よ
る
講
演
や
応
急
手
当
て

体
験
等
が
行
わ
れ
、
「
晋
通
救
命
講

習
会
」
で
は
救
命
技
術
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

救
急
の
つ
ど
い

▽
日
時
1
1
9月
4
日
午
前
10時
30

分
ー
午
後
0
時
30分

▽
内
容
II
CD講
演
会
②
応
急
手
当

て
体
験
③
救
急
相
談
④
救
急
資
器

材
の
展
示
⑤
高
規
格
救
急
申
・
は

し
こ
自
動
申
の
展
示

普
通
救
命
講
習
会

▽
日
時
1
1
9月
4
日
午
前
9
時
ー

正
午

▽
内
容
1
1
心
肺
そ
生
法
、
止
血
法

な
ど
、
救
急
車
が
着
く
ま
で
に
実

施
し
て
欲
し
い
救
命
処
置

※
講
習
後
簡
単
な
試
験
を
行
い
、

合
格
者
に
は
「
救
命
技
能
検
定
証
」

を
交
付
。

▽
対
象
ー
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
lOo人

▽
費
用
11
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
み
ー

8
月
28日
ま
で
に
写

真

2
枚
（
縦

3
戌
討

x横
2
.
4

t
、/
2

咋
脱
帽
・
無
背
景
の
も
の
）

を
日
野
消
防
署
ま
た
は
多
摩
平
・

高
幡
出
張
所
へ
持
参
し
、
そ
の
場

で
申
請
書
に
記
入
※
都
合
の
悪
い

方
は
電
話
で
日
野
消
防
署
に
申
し

込
み
、
写
真
は
当
日
で
も
可

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
ー
高

幡
台
小

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
消
防
署
警
防

課
救
急
係

(
6
8
1
.
o
l
l
9
)
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た
と
伝
え
ら
れ
、
三
沢
の
八
幡
台
（現

}

r
 

ー

だ

⑤

在

の

高

幡

台

団

地

付

近

）に
は
、
山
犬
)

ー
の
昔
話
も
あ
り
ま
す

。

〗

る

昭

和

初

年

代

以

降

に

住

宅

団

地

等

i

予里

ガ

の

建

設

五

陵

の

開

発

が

進

行

し

、

叫

[

日

土

動

物

相

も

貧
相
に
な
っ
て
き
ま
し
た
叫

（
 

が
、
市
内
の
丘
陵
地
に
は
タ
ヌ
キ
や
(

-
郎
ァ
カ
ネ
ズ
ミ
、
様
々
な

鳥
や
毘
虫
な
〗

ど
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
住
ん
で
～

一

い

る

よ

う

で

す

。

こ
の
自
然
豊
か
な
止
陵
地
を
通
る
）

-

シ

リ

ー

ズ

5
回
目
を
数
え
る
今
回
散
策
路
を
二
つ
こ
紹
介
し
ま
し
ょ

ol

叫
は
、
「
た
」
の
か
る
た
＂
多
摩
丘
陵
緑
う
。
―
つ
は
京
王
線
百
草
園
駅
近
く
[

i
 

ゆ
た
か
に
ひ
ら
け
ゆ
く
＂
を
紹
介
し
の
大
宮
神
社
か
ら
同
線
多
摩
動
物
公

ー
ま
す
。

園
駅
ま
で
の
5
キ
ロ
店
を
歩
く
七
生
丘
叫

一
ぃ
万
葉
集
に
「
多
摩
の
横
山
」
と
詠

陵

散

策

路

東
コ
ー
ス
。
も
う
―
つ
の

～

｝
ま
れ
た
多
摩
丘
陵
は
、
八
王
子
の
高
同
散
策
路
西
コ
ー
ス
は
、
同
線
多
摩
叫

11

尾
山
付
近
か
ら
日
野
市
、
多
摩
市
、
動
物
公
園
駅
か
ら
同
線
平
山
城
址
公
旧｛

 

稲
城
市
を
経
て
神
奈
川
県
の
川
崎
市
園
駅
ま
で
の

4
.
1
キ
ロ
店
を
歩
き
ま

い
ま
で
続
く
、
緩
や
か
な
丘
陵
地
帯
で
す
。
鳥
の
鳴
き
声
や
季
節
の
植
物
が
〔

一7
（
日
野
市
で
は
、
浅
川
以
南
の
丘
楽
し
め
る
散
策
路
で
す
。ぜ
ひ
、
一
（

＂
陵
地
帯
が
そ
の

一
部
で
す
）
。

度
お
出
掛
け
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
叫ル

111

こ
の
多
摩
丘
陵
に
は
、
昔
は
た
く
い
。
そ
し
て
、
こ
の
緑
豊
か
な
自
然

｀

r
 さ

ん
の
野
生
動
物
が
住
ん
で
い
ま
し
が
破
胃
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
い
た
い
叫

i
 

11

た
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
ア
ナ
グ
マ
も
の
で
す
。

や
イ
タ
チ
な
ど[

[
[鬱[」-―

i
 

i

＠
多
摩
丘
陵
緑
ゆ
た
か
に
ひ
ら
け
ゆ
く
〗

i
 f
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8
月
の
市
長
相
談
を
、
次
の
と
お
▽
会
場
ー
市
役
所

1
階
市
民
ロ
ピ
ー
圃

7行
い

ま

す

。

▽

問

合

せ

先

広

報

課

市

民

相

談

担

一

[
▽
日
時
11
8
月
20日
・

27日
正

午

ー

当

6
内
線

160

正

一

午
後
1
時
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［＊心身に障害のある方に1
紗医療虞の助成~；や：：；笈：：．疇

唖
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
へ

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
第
13回
り
号
国
債
の
請

求
受
付
を
10
月
1
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。な

お
、
第
13回
へ
号
国
債
と
第

15回
い
号
国
債
の
請
求
受
付
が
9

月
30日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

〶
戦
没
者
等
の
妻
・
父
母
の
方
へ

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
第
10
回
と
号
（
額
面
120
万

円
の
国
債
）
及
ぴ
戦
没
者
の
父
母

務
者
等
の
所
得
制
隈
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
閻
い
合
わ
せ
を
。

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

東
京
都
で
は
次
の
方
に
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
既
に
支
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
改
め
て
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者
11身
体
障
害
者
手
帳
ー

.
2級
、
愛
の
手
帳
ー
・

2
.
3

度
で
20歳
以
上
の
方

▽
支
給
月
額
l
l
万
4
千
500円

※
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
が
制

殴
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

ま
る
方
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
愛
の
手
帳
ー
・

2
度

の

方

手

帳

ま

た

は

愛

の

手

帳

ら

5
.
8
.
1
1
.
2月
に
口
座
振

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
②
日
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
※
受
給
者
の
方
で
健
康
保
険
証
、
り
込
み

国
民
健
康
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
方
は
連
絡
唖
特
別
障
害
者
手
当

の

健

康

保

険

に

加

入

し

て

い

る

方

し

て

く

だ

さ

い

。

▽

対

象

者

1120歳
以
上
で
も
精
神

心

身

障

害

者

医

療

費

助

成

③
平
成

5
年
の
所
得
が
所
得
制
限

特

別

障

害

者

ま

た

は

身

体

に

著

し

く

重

度

の

障

東
京
都
で
は
、
重
度
の
心
身
障
額
（
別
表
）
以
内
の
方
※
20歳
未

害

が

あ

る

た

め

、

日

常

生

活

に

お

害
者
の
方
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
満
の
方
は
世
帯
主
、
⑳
歳
以
上
の

手

当

等

い

て

常

時

特

別

の

介

護
を
必
要
と

す
る
た
め
、
医
療
費
の
助
成
を
行
方
は
本
人
の
所
得
国
の
制
度
と
し
て
重
度
の
障
害
す
る
状
態
（
身
体
障
害
者
手
帳
ー
・

っ
て
い
ま
す
。
④
児
童
福
祉
施
設
、
精
神
薄
如
者
を
持
つ
方
に
、
次
の
よ
う
な
手
当

2
級
程
度
、
愛
の
手
帳

1
.
2度

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
心
援
護
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
程
度
の
障
害
が
軍
複
し
て
い
る
状

身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
信
）
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方
方
は
早
め
に
甲
請
し
て
く
だ
さ
態
）
に
あ
る
方
※
施
設
入
所
者
及

が
必
要
で
す
。
次
の
対
象
者
の
要
▽
申
請
に
必
要
な
書
類
11
①

印

鑑

い

。

び

3
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方

件
す
べ
て
に
該
当
し
、
ま
だ
受
給
②
健
康
保
険
証
③
身
体
障
害
者
〶
障
害
児
福
祉
手
当
を
除
く

者

証

を

受

け

ら

れ

て

い

な

い

方

は

▽

対

象

者

1120歳
未
満
で
、
精
神
ま
▽
手
当
月
額
ー

2
万
4
千
960円

円

た

は

身
体
に
菫
度
の
障
害
が
あ
る
▽
支
給
方
法
11
障
害
児
福
祉
手
当

額

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
既
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
限

000

姻

姻

姻

000,000

た
め
、
日
常
生
茫
に
お
い
て
常
時
と
同
じ

ー

9
1
1
2
6
1
6
1
1
9
6
1
3
1
1

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
身
体
※
両
手
当
と
も
本
人
及
び
扶
養
義

制

の
方
で
、
平
成

5
年
の
所
得
が
制
得

56

〗
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／
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〗
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／

h
[
[

対
象
と
な
る
方
は
、
早
め
に
手
設
隧
し
て
い
ま
す
。

-
叫
こ
参
加
く
だ
さ
い
（
本
紙
5
面
に
市
民
参
加
シ
リ
ー
ズ
ゞ
も
｀
も
｀
も
｀

9
3
Iも
｀
も

3
r
-

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
館
に
は
、
地

一

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

叫
関
連
記
事
を
掲
載
）
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
震
体
験
を
は
じ
め
初
期
洞
火
、
応

市
民
広
聴
会
を
開
催

i

一
i

▽
日
時
ー

8
月
27日
午
前
10
時

一

叫
か
ら

＂テ

ー

マ

”

放

置

自

転

車

対

策

に

つ

い

て

“

-

以

上

、

い

ず

れ

も

▽

請

求

・

問

急
救
護
、
通
報
連
絡
、
煙
中
避
難

一

合
せ
先
11社
会
福
祉
課

6
内
線
223
な
ど
、

災
害
時
に
対
応
す
る
た
め

J
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.
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0
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―
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．三―
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-―
――

0
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m
屯
＂
＂
の
妻
な
ど
の
方
へ

i
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t
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9
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；
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t
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I
:
9
.
i
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t
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I
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[
[
〗
言
〗
〗
〗
[

り
[iili闘

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。
時
の
写
真
や
血
液
型
、
歯
の
治
療

…
…
…
…
…
…
…
;
…
…
…
•
状
況
等
、
本
人
を
特
定
す
る
た
め

以
上
い
ず
れ
も
▽
申
請
・
問
合
の
資
料
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
お

せ
先
11社
会
褐
祉
課

6
内
線
229

持
ち
く
だ
さ
い。

▽
日
時
1
1
9月
1
日
1
3
0日
午
前

9
時
ー
午
後

5
時
30分
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
も
平
常
ど
お
り
）

▽
会
場
ー
警
視
庁
本
館
1
階
身
―
元

不
明
相
談
室

(
C
g
.
3
5
8
1

.
4
3
2
1内
線
5
3
3
2
)
/

警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
苗
前
派
出

所
（

C
田
・

3
8
7
1
.
o
1
1

0
内
線
414)
※
こ
の
ほ
か
各
警
察

署
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

▽
問
合
せ
先
ー
日
野
警
察
署
刑
事

課

(
6
8
6
.
o
l
l
o内
線

271)

の
最
低
限
必
要
な
行
動
に
つ
い

て
、
映
像
な
ど
に
よ
り
体
験
学
習

が
で
き
る
施
設
を
備
え
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
こ
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

＠
立
川
都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー

（
立
川
市
泉
町
ー

1
5
6の
1
C

2
1
.
l
l
l
9
)
 

▽
開
館
時
間
11午
前
9
時
ー
午
後

5

時
（
月
躍
•
第3
火
曜
日
は
除

く）

（
東
京
消
防
庁
）

—一-/-
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保健・医療

〶
シ
｀
ネ
．
I
n七
生
・
洋
画
名
作
シ
リ▽
会
場
ー
七
生
公
会
堂
▽
会
場
ー
七
生
公
会
堂

ー

ズ

▽

入

場

料

11無
料

（各
回
先
着
300
▽
曲
目
11
シ
ョ
パ
ン

・
子
犬
の
ワ

▽
日
時
・
作
品
ー
9
月
10日
午

前

人

）

ル

ツ

、

幻

想

即

興

曲

ほ

か

1
0時
と
午
後1
時
5
0分
「
帰
ら
さ
〶
神
谷
郁
代
・
楽
し
い
ピ
ア
ノ
コ
▽
入
場
料

1
1
2

千
円
（
全
席
拒
定
）

る
河
」／
午
前
1
1時
4
5分
と
午
後
ン
サ
—
卜

※
発
売
中

3

時
3
5分
「
理
由
な
き
反
抗
」
▽
日
時1
1
1
0
月
1
6日
午
後2
時
〶
室
内
楽
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
・
澤

愈
5

和
樹
弦
楽
四
重
奏
団

〗~
i
"

罰
～

▽
日
時
1
1
1
1
月
1
1日
午
後7
時

詈

り
▽
共
演

1
1
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
：

•
エ
マ

よ

時

時

介

か

．

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ピ
ア
ノ
…
蓼
沼

◇

羹
子

｀

0
2
円

啓

ほ

本

1

0

川

鳥

[，
・
物

絵

前

後

50
砂

飛

中

▽

曲

目

11
ハ
イ
ド
ン

・
弦
楽
四
重

ク~[
:
ダ

芦

ン

、

午

午

，

ス

売

奏
曲
「
皇
帝
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・

喜
〗
＂

昂P
し

畠

2

織
ネ
発
ク
ラ
リ
ネッ
ト
五
重
奏
曲
ほ
か

里

オ

な

ル
戸」＇

脚

の

日

定

家

ィ

評

▽

入

場

料

I
I
S席
3
千
500
円

（

学

▽

曹

11
マ
シ
ュ
・
ケ
・
ナ
ダ
、

'
，

｀
燃
＂
＇
〗
〗
ふ

"
·
y
,
·
'絵

2
7
指
土
ラ
好

割
2
千
珈
円
）、

A
席
2
千
5
0
0
円
フ
ー
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
ほ
か

言
[
/
,
5

亭
ク＇・

[
o

．

～

月

席

渕

◇

（
学
割

2
雷
）
※
発
売
中

（学

▽

入

場

門

s席
6
千
円
、

A
席

8

全

出

割

は

市

民

会
館
と
七
生
公
会
堂
で

5
千
円
、

B
席
4
千
円
※
発
売
中

望
〗
ジ
｝〗
〗

·
｛
,·ぷ

〗'
9
"

ャ

の
み
取
り
扱
い
ま
す
）
唖
谷
村
有
美
コ
ン
サ
ー
ト

忍

9
:＂

忍
疇
淡
」

g
]
2吟
き

恣
〗
雪
·
フ

5
,
，
9
,

恐
砂
〗
／
問
臼[
/
·
·
,
＇
．
忍

i
§
,
9
·
T
~

象
~
兄

杢
セ
ル
ジ
オ
・
メ
ン
デ
ス
＆
ブ
ラ
▽
日
時11
1
1
月
2
5日
午
後
6
時
3
0

ジ

ル

田

分

ン

▽
日
時
1111月
18
日
午
後
7
時

▽

曲

目

11今
夜
あ
な
た
に
フ
ラ
レ

扇

〗
~
~
·
〗
~
へ
憑

彦
多
多
多
診
多
核
多
多
診
多
核
多
診
多
多
多
多
彦
多
多
多
診
多
多
多
多
多
多
後
多
多
多
多
多
多
多
多
多
後
多
多
多
多
多
多
多
多
多
核
多
多
多
多
多
多
＇

乳
が
ん
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
で
き

る
唯

一
の
が
ん
で
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
9月
26日
午
後
2
時
ー

3
時
30分

▽
会
場
上
嘉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11乳
が
ん
の
予
防
、
検
診
、

治
療
全
般
に
つ
い
て
の
講
油
会

▽
講
師
11
村
田
淳
氏
（
向
多
摩
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
乳
房
科
医
長
）

▽
対
象
ー
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▽
定
員
1180人

（先
着
順
）

65
歳
以
上
の
方
を
対
象

市
内
在
住
の
65歳
以
上
の
方
▽
会
場
ー
市
内
の
指
定
病
院
・

を
対
象
に
、
高
齢
者
検
診
を
行
医
院
・

診
療
所
※
詳
し
く
は
通

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

8
月
知
書
を
こ
覧
く
だ
さ
い

末
ま
で
に
受
診
票
を
送
り
ま
す
。
▽
対
象
ー
こ
と
し
4
月
1
日
現

こ
の
機
会
に
、
年
1
回
の
検
在
で
65歳
以
上
の
市
民

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
▽
費
用
11無
料

▽
期
間
1
1
9月
1
日
1
1
0月
20
▽
問
合
せ
先
11健
康
課

(681

日

・

4
1
1
l
)

▽
申
込
み
ー
電
話
で
健
康
課

(C

8
1
.
4
l
l
l
)

へ

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

離
乳
食
教
室
を
開
催

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
つ
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

を
順
調
に
進
め
て
ゆ
く
た
め
の

「
離
乳
食
教
室
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8月
24日
午
後
1
時
30

分
1
3時

▽
会
場
ー
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象
ー
生
後
4
、
5
カ
月
児
（
平

成
6
年
3
月
1
日
1
4月
30日
生

ま
れ
）
と
親

▽
定
員
1125人
（
先
着
順
）

▽
費
用
11
無
料

▽
申
込
み
ー
電
話
で
健
康
課

(
6

8
1
.
4
1
1
1
)

へ

日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
日
本
語

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
近
く
で
、
日
本
語

を
覚
え
た
い
外
国
人
の
方
が
い
ま

し
た
ら
、
そ
の
方
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
1110月
14
日
ー
12
月
16
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
ー
4
時

▽
会
場
ー
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
ー
初
め
て
日
本
に
来
た
方

で
、
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ

ず
、
日
常
生
活
に
不
自
由
し
て
い

る
方

▽
費
用
ー
無
料

映画「それいけ Iアンパンマン」

ミュージカルファンタジ一
「アンデルセン物語」

村上敏雄
テノール・リサイタル
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診療時間
午前9時～正午
午後1時～ 5時

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
親
子
で
楽
し
め
る
「
親
子
キ

ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
建
設
中
の
宮
ヶ
瀬
ダ
ム

を
見
学
し
た
り
、
手
作
り
工
芸
、
マ

ス
の
つ
か
み
取
り
、
川
遊
び
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
楽
し
い

企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

親
子
で
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
ー
9
月
10日
午
前

7
時
30

分
ー
11日
午
後
4
時

▽
場
所
ー
長
者
屋
敷
キ
ャ
ン
プ
埠

（
神
奈
川
県
愛
甲
郡
宮
ヶ
瀬
）

※
貸
し
切
り
バ
ス
使
用
。
宿
泊
は

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
同
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.

2
3
1
8
)
 

塩谷医院（内・児・胃科）
日野1077-33!!81→ 0158 

真貝小児科（児科）
日野602-2 ft85-1731 

田中内科クリニック（内科）
高幡328森久保医療ピル!!93-7576

R潤徳小

外
国
人
の
方
を
対
象
に

H
が
語
講
座
を
開
催

-
は
み
は
み
ク
ラ
ス

平成 6年度（後期）の

胃がん検診につい

ては本紙次号でお知ら

（健康課）せします。

内 整 I外

形

外

科

科 科

※
会
場
指
定
の
な
い
催
し
は
、
市

民
会
館
で
開
側

以
上
、
詳
し
く
は
市
民
会
館
(6

8
5
.
2
o
l
l
)
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

外

科

た
い
、
最
後
の
K
I
S
Sほ
か

▽
入
場
料
1
1
4
千
635円
（全
席
指

定）▽
前
売
り
開
始
1
1
9月
17
日
午
前

9
時
（
窓
口
優
先
販
売
・

1
人
4

枚
ま
で
）

.t・ヽー．
t・
t・
t・
t・
t・
！
・
！
・
贔
！
！
！
・
ヽ
！
！
・

t・
t・！・
t・ヽ
I
4

一

東
京
光
の
家
に
入
所
し
て
い

ル

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。
寄

一

―

―

 

・
る
視
覚
障
害
、
自
閉
症
な
ど
の

ゞ

卜

付

の

目

標
額
は
IOO万
円
で
す
。

・

こ

害

を

併

せ

持

つ

盲

重

複

障

害

ャ

＿

今

、

メ

ン

ハ

ー

た

ち

は

、

皆

一

i

者
た
ち
で
結
誓
れ
て
い
る

テ

譴

サ

さ

ん

に

感
動
し
て
頂
け
る
音
楽

i

一「
IE
秋
（
ま
さ
あ
き
）
バ

ン

ド

」

ス

胆

．

ン

を

と

、

一

生

懸

命

練

習

に

励

ん

i

：
が
、
結
成
5
周
仔
を
記
念
し

‘

ェ

ジ

年

コ

で

い

ま

す

。

一

；

と

お

り

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

フ

パ

周

＿

ぜ

ひ

、

こ

来

場

く

だ

さ

い

。

一

一ン
〗
口
り
了[Jこパ
鴫
夏[
I
V
4
[
3
0

〗
月

1
7日
午
後2
時

一

｀

い

汀

こ

竺

｀

日

野

市

民

会

館

大

ホ

一

i

い
病
気
で

苦

し

ん

で

い

る

方

々

の

チ

▽

費

用

11
福
祉
協
力
券
2
千
円

i

i

に
思
い
を
寄
せ

て

、

収

益

の

一

傘

ゲ

▽

問

合

せ

先

11
東
京
光
の
家

i

i

部
を
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
に
寄
付

(f
f
8
1
.
2
3
4
0
)
-

-
I
i
'
’
9
9
9ト
：

F’'りり＇日'H'9,h,＇’

参
加
し
ま
せ
ん
か
／
．0

も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

バ
ン
ガ
ロ
ー
。

▽
定
員
1180人

▽
費
用
11
親
子

2
人
で

1
万
円

(1
人
増
す
こ
と
に
5
千
円
）

▽
応
募
方
法
1
1
8月
31
日
ま
で
に

＂
i
[
~
目

"
"
[
g
t
"

＂
~
五
~
~
-
1
1
i荘
~
~
[
I
I
i五
~
五[
I
I
g
~
i
[
"
"
g
i
-
[
I
I
-
i
[

目

1
1
i
i

LJ 

7
カ

月

児

と

12
カ

月

児

の

歯
ブ
ラ
シ
教
室

n
 

▽
申
込
み
1
1
8月
25日
ま
で
に
電

話
で
健
康
課

(
6
8
1
.
4
1
1
1
)

ヘ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
日
程
ー
9
月
2
日
・

7
日

▽
対
象
ー

7
カ
月
児
（
平
成
5
年

12
月
、
平
成
6
年
1
月
・

2
月
生

ま
れ
）

▽
日
程
ー
9
月
19
日
・

21
日

▽
対
象
ー
12
カ
月
児
（
平
成
5
年

7

月
•
8

月
•
9

月
生
ま
れ
）

以
上
▽
時
間
11①
午
前
10時
30

分
②
11時
③
11時
30分
④
正
午

市民会館日程表

秀操照会三味線発表会

ふ
親

f
キ
ャ
ン
プ
玄

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
年
を
記
入
し
、
日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

(〒
191
日
野
市
日
野
本
町
7
の
5

の
23
)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
問
合
せ
先
11
同
会
事
務
局

(6

8
2
.
2
3
1
9
※
月
曜

1
金
曜
日
）

至
八
王
子
駅

至立川駅
日野

・・・ ・・・・ー・・・一 誓-=＃ 至

』
橋

（注）救急病院の診療科目は変更される場合がありますの
で、あらかじめ急患テレフォンセンター
（日野消防署 ftBl-0119)へお問い合わせください。

（
午
後
・
夜
）
内
科

一
（
午
前
）
児
内
整
形
外
科

20
出

内

科
内

科
内

科

内

科

内

科

外 外

科 I科

外 I外

科 I科

外

科

26
面

25
困

24
困

23
肉

22
囲

27
出

Il ¥ 

児

科

泌

尿

器

科

外

科

/j ¥ 

児

科

整

形

外

科

（
午
後
・
夜
）
眼
科

（
午
前
）
児
・
外
科

外

科
内

科

内

科

内

科
内

科

外内

科科

＊ 

8月21日～ 9月5日
云 85-2011

内

科

外

科

外

科

外

科

L

斗

夕

希
内

科

午後 7時30分 ―|0時30分

内科・小児科

日野本町 1-7 -2生活 ・保健センター分室
ft84-1661 

午前10時 ～午後 5時
（受付は午前 9時 ～午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市保健センター
ff0426-25-9128 

多摩市関戸 4-|9-5多摩市立健康センター
ff0423-76-91 I I 
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4年（平成6年）8月15日

第853号 て^q、(4) 

市役所
代表電話雲85-1111

四

◇
誰
で
も
が
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
◇

市
民
王
催
に
よ
る
「
叫
日
野
市
民
憲
法
記
念
行
事
」
の
記
録
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
行

事
は
、
「
誰
（
だ
れ
）
で
も
か
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
問
題
等
に
こ
と
し
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
一
読
く
だ
さ
い
。
（
日
野
市
民
憲
法
記
念
行
事
実
行
委
員
会
）

ま
た
、
山
岸
一
章
氏
（
作
家
）
日
の
丸
掲
楊
の
強
制
が
、
そ
し
て

は
、
南
京
大
虐
殺
・
沖
縄
等
の
集
低
学
年
の
内
か
ら
、
能
力
に
よ
る

団
自
決
な
ど
、
普
通
の
人
間
が
残
子
供
の
振
り
分
け
が
弾
ま
っ
て
い

虐
行
為
を
生
む
人
間
に
変
え
ら
れ
る
現
実
。
そ
ん
な
中
で
も
子
供
た

て
い
く
、
ま
た
、
自
決
を
黎
し
と
ち
は
平
和
や
環
境
問
題
へ
の
鋭
い

す
る
戦
前
の
教
育
の
姿
を
自
分
の
感
受
性
を
現
し
て
い
る
。
そ
れ
に

体
験
を
含
め
て
述
べ
ら
れ
た
。
本
当
に
向
き
合
う
大
人
の
存
在
が

気
持
ち
は
、
聞
く
人
た
ち
の
胸
を
吏
に
、
教
育
現
場
か
ら
遠
藤
佐
今
、
大
事
で
あ
る
旨
の
問
題
提
起

打
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
知
子
氏
（
小
学
校
教
諭
）
が
、
新
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
永
さ
ん
の
本
音
や
感
性
に
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
君
が
代
・

出
会
え
て
、
と
て
も
い
い
講
懇
だ

っ
た
」
と
の
感
想
を
多
く
聞
く
こ
址
以
叫
傘

50年
千
ぇ
笠
削
に

す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
と
の
出
と
が
で
き
た
。

↓

事

教

科

書

裁

判

の

原

点

あ

い

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

3
人

の

パ

ネ

ラ

ー

の

親

子

で

聞

く

被

爆

体

験

一
メ
行
＿
平
和
教
育
の
役
割
講
演
の
中
で
、
自
分
を
遅
れ
て
発
言
に
入
り
、
歴
史
学
者
の
松
尾
唖
展
＿
ホ
・
語
り
・
話
し
合
い
「
あ
平
和
図
書
を
用
意
し
た
読
書
コ
ー

9
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
名
誉
教
授
）
に
と
っ
て
30
年
間
の
来
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
徒
と
も
言
章
一
氏
は
、
歴
史
に
埋
も
れ
た
人
の
日
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
l
1親
ナ
ー
も
作
り
ま
し
た
。

ョ
ン
「
教
科
書
検
定
裁
判
30年
の
教
科
書
訴
訟
運
動
の
原
点
は
、
大
い
、

1
9
5
0年
代
の
末
か
ら
始
々
に
光
を
当
て
た
家
永
氏
の
歴
史
子
で
聞
く
被
爆
体
験
と
展
示
ー
語
り
部
の
片
山
舜
氏
（
日
野
原

な
か
で
」

(
5月
15
日
、
日
野
社
会
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で
生
き
、
論
ま
る
、
歴
史
に
逆
行
す
る
よ
う
な
教
科
書
の
記
述
・
南
京
大
虐
殺
・

(
6
月
25日
、
市
民
会
館
）
爆
被
爆
者
の
会
）
は
、
昭
和
20年

教
育
セ
ン
タ
ー
）
文
を
書
き
、
教
え
子
を
戦
場
に
送
日
本
社
会
の
権
力
の
姿
に
触
れ
、
慰
安
婦
問
題
を
隠
そ
う
と
す
る
側
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
8

月
6

日
、
広
島
に
落
と
さ
れ
た

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
り
、
戦
争
に
対
し
て
、
何
も
せ
ず
今
度
こ
そ
、
戦
争
に
対
し
て
、
阿
の
意
図
な
ど
、
家
永
氏
の
話
の
背
会
場
に
は
、
広
島
市
民
の
描
い
原
爆
で
被
爆
。
そ
の
時
は
小
学
6

家
永
一
＿
一
郎
氏
（
東
京
教
育
大
学
に
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
自
責
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
個
人
の
戦
景
を
歴
史
的
断
面
か
ら
語
っ
て
く
た
被
爆
の
図
、
沖
縄
の
証
言
の
パ
年
生
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
50年
程

の
念
で
あ
り
、
研
究
者
と
し
て
許
争
責
任
を
償
う
と
い
っ
た
自
身
の
れ
ま
し
た
。
ネ
ル
展
示
の
他
に
、
子
供
向
け
の
す
ぎ
て
、
こ
と
し
は
市
内
の
二
つ

の
小
学
校
か
ら
参
加
し
た
6
年
生

'

，
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一

ン

事

ー

地

方

白

4mの
現

在

②

日

本

で

も

1
9
9
3年
6
月
に
た
っ
た
地
方
自
治
の
確
立
が
望
ま
の
学
童
を
前
に
、
悪
夢
の
よ
う
な

婆

ー

地

方

分

権

の

推

進

に

関

す

る

国

会

れ

る

。

し

か

し

、

今

、

進

め

ら

れ

当

時

の

有

り

様

を

、

ど

う

話

し

た

メ

行

世

界

の

潮

流

と

日

本

決

議

が

な

さ

れ

る

な

ど

地

方

分

権

よ

う

と

し

て

い

る

広

域

型

分

権

論

ら

理

解

さ

れ

る

か

と

心

を

く

ば

っ

裟

ぃ

客
講
演
と
討
論
会
「
日
本
国
憲
法
憲
章
」
か
多
国
問
協
定
と
し
て
採
の
全
面
的
推
進
が
課
題
に
な
っ
て
は
、
生
活
の
場
・
市
町
村
か
ら
地
て
長
い
時
間
に
わ
た
り
語
っ
て
く

＂

と
地
方
自
治
の
発
展
」

(
6
月
19
択
さ
れ
た
。
「
世
界
地
方
自
治
宣
い
る
。
方
自
治
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
世
だ
さ
い
ま
し
た
。

啜．ヤ

'
r

日
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
言
」
が
国
連
経
済
社
会
理
事
会
で
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
方

g
界
の
流
れ
と
は
逆
で
あ
る
。
息
を
詰
め
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

,

3

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
治
は
事
務
分
配
や
雨
源
で
中
央
政
憲
法
の
保
障
す
る
地
方
自
治
は
い
た
子
供
た
ち
は
、
話
が
終
わ
っ

,＇

こ
の
メ
ー
ン
行
事
は
、

6
月
19

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
地
方
自
治
府
か
ら
自
主
性
を
制
限
さ
れ
、
中
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
で
は
な
く
、
国
た
後
も
、
語
り
尽
く
せ
な
い
思
い

ぷ
砲心

，

妥

、

、

9

ぐ

日
午
後
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
体
の
中
央
政
府
か
ら
の
独
立
性
の
央
か
ら
地
方
政
治
に
い
た
る
利
益
民
主
権
の
不
可
欠
の
条
件
、
民
主
の
片
山
氏
を
囲
ん
で
質
問
や
話
し

ふ
紗

．

”屯，

急
桟
．

．ヽ

で
開
か
れ
、
杉
原
泰
雄
氏
（
東
泥
保
障
、
市
町
村
を
最
優
先
す
る
権
誘
導
政
治
が
政
治
腐
敗
を
引
き
起
政
治
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

＾
C

．
令
；

砂
表
5

f

、

9

・

大
学
教
授
）
の
講
洞
が
行
わ
れ
、
隈
・
事
務
配
分
の
原
則
、
期
方
自
治
こ
し
、
過
密
・
過
疎
問
題
に
よ
っ
こ
れ
を
担
つ
専
門
職
貴
の
確
保
が

バ

次
の
よ
う
な
要
旨
で
し
た
。
体
の
自
主
田
掠
・
自
主
課
税
権
の
て
生
活
・
文
化
の
崩
壊
を
ま
ね
く
、
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
研
究

言
賃
；

9

.}

CD今
、
世
界
的
に
、
地
方
自
治
が
保
障
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
進
行
し
て
教
育
機
関
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ

翠
薗

焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

1
9
8
5
こ
う
し
た
明
確
な
地
方
自
治
の
確
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
的
に
と
で
し
た
。

►
盛
況
だ
っ
た
メ
ー
ン
行
事
年
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地方
自
治
立
が
世
界
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
も
確
認
さ
れ
て
き
て
い
る
原
則
に
こ
の
後
、
事
務
局
か
ら
地
方
自

Ii'"．
"
；

;ci
、LI,;1,
＇Ha,;；ー・
i
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i
i

治
法
改
正
で
自
治
体
広
域
化
が
推

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
ど
、
無
知
で
あ
っ
て
は
決
し
て
ア
ジ
ア
の
平
和
に
つ
な
が
る
こ
と
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
な

画
心

9
デ
"
9

入
場
者
層
も
、
小
学
生
か
ら
大
学
な
ら
な
い
と
実
感
し
た
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
ど
の
報
告
が
あ
り
、
活
発
な
討
論

生
ま
で
の
若
者
か
中
心
で
、
朝
鮮
＊
安
叩
根
氏
の
こ
と
を
は
じ
め
、
う
い
う
企
画
を
続
け
て
く
だ
さ
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

澤

J
し
大
学
の
先
生
や
学
生
、
在
日
朝
鮮
遠
く
弥
生
時
代
か
ら
交
流
の
あ
っ
い
。
在
日
朝
鮮
人
と
し
て
、
ア
ジ

”
川
人
の
方
と
共
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
朝
鮮
、
も
う
一
度
、
日
本
現
代
ア
の
平
和
、
世
界
人
類
の
平
和
を

”
似
質
口
画
を
観賞さ
れ
た
方
か
[
[
汀
臼
的
に
取
り
組
[
〗

G旦
冒
[
〗
[

こ
嘱
ら
感
銘
深
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
当
の
強
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ド

r
覇
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
さ
と
そ
の
将
来
性
を
見
た
よ
う
で
こ
の
映
画
上
映
を
う
け
て
、
今

＊

す

て

き

な

高

校

生

を

知

っ

て

勇

す

後

、

朝

鮮

の

こ

と

を

理

解

し

、

友

好

唖
映
写
舎
渡
り
川
」
(
6
月
26日
、
気
づ
け
ら
れ
た
ま
た
、
朝
鮮
大
学
の
学
生
か
ら
を
深
め
る
学
習
・
講
油
会
を
重
ね

日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）
＊
大
人
も
本
当
の
勇
気
を
出
さ
な
は
、
「
こ
の
映
画
を
見
て
、
う
れ
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
、
更
に

•
…
•
…
;
…
…
…
…
…
…
…
…
け
れ
ば
く
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
皆
さ
ん
友
好
を
深
め
て
い
く
大
き
な
き
っ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
渡
＊
強
制
連
行
、
従
軍
慰
安
婦
、
創
に
”
朝
鮮
へ
の
理
解
＂
が
深
ま
る
こ
か
け
に
な
っ
た
上
映
会
で
し
た
。

り
川
」
は
、
試
写
会
を
含
め
247名
氏
改
名
、
朝
鮮
人
被
爆
者
の
こ
と
と
は
問
達
い
な
く
、
日
朝
友
好
と

地

域

福

祉

の

一

不

断

の

努

力

が

必

要

Q
講
演
会
「
わ
た
し
た
ち
の
健
康
ぐ
っ
て
、
石
川
左
門
氏
（
東
京
進

と
福
祉
を
ど
う
す
る
か
」
ー
日
野
行
性
筋
萎
縮
症
協
会
）
等
の
講
洞

市
地
域
保
健
福
祉
計
画
を
め
ぐ
っ
の
後
、
活
発
な
話
し
合
い
を
し
ま

て
1
(
7月
9
日
、
生
活
・
保
健
し
た
。

セ

ン

タ

ー

）

話

し

合

い

で

は

、

地

域

ケ

ア

研

究
所
の
運
営
が
会
費
な
ど
で
賄
わ

れ
、
公
の
補
助
は
日
野
市
だ
け
と

い
う
実
態
に
つ
い
て
、
公
的
貴
任

日
野
市
地
域
保
健
褐
祉
計
画

（
以
下
は
「
計
画
」
と
略
）
を
め

実

現

ヘ

学
習
会
を
開
く
た
び
に
思
っ
こ

唖
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
1

教
育
と
受
験
「
ほ
ん
と
に
こ
れ
で

い
い
の
新
都
立
高
校
受
験
制

度」

(
7月
2
日
、
日
野
台
高
校
）

自

立

へ

の
ー

学

歴

で

な

く

学

力

を

一

と
は
、
わ
が
子
さ
え
無
事
に
高
校

へ
入
れ
た
ら
、
そ
れ
で
良
い
と
い

う
考
ス
の
方
が
多
い
こ
と
で
す
。

で
き
れ
ば
小
学
校
段
階
か
ら
、

P
T
Aな
ど
で
高
校
入
試
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思

高

校

教

育
企
業
、
市
民
も
意
識
変
化
を

唖
講
演
会
—
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
得
な
い
。
環
境
問
題
を
語
る
こ
と

と
町
づ
く
り
「
び
ん
回
収
か
ら
み
は
、
暮
ら
し
の
問
題
で
あ
り
、
憲
法

た
日
本
社
会
と
私
た
ち
の
く
ら
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
」
と
明

し」

(
5月
29日
、
生
活
・
保
漣
セ
解
な
赤
羽
鶴
吉
氏
（
び
ん
回
収
業

ン

タ

ー

）

者

）

の

言

葉

で

集

会

は

始

ま

っ

た

。

か
つ
て
は
、
び
ん
を
持
っ
て
酒

や
油
を
買
い
に
行
っ
た
わ
た
し
た

ち
は
、
い
つ
か
ら
び
ん
を
廃
棄
物

に
し
た
の
だ
ろ
う
。
赤
羽
氏
は
、

一
升
び
ん
を
並
べ
て
、
回
収
し
て

も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
訳
を
説

明
し
て
く
れ
た
。
会
社
こ
と
の
色

合
い
を
し
て
か
ら
、
広
島
の
パ
ネ

ル
や
沖
縄
の
証
言
を
見
た
り
、
設

濫
し
て
あ
る
本
を
拾
い
読
み
し
て

滞
り
ま
し
た
。
当
時
、
学
友
の
8

割
く
ら
い
が
亡
く
な
り
、
自
分
が

た
ま
た
ま
生
き
残
れ
た
こ
と
で
角

い
目
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
片
山

氏
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
る
の
は
、

も
う
少
し
大
人
に
成
長
し
て
か
ら

で
し
ょ
う
が
、
き
っ
と
心
に
は
何

か
残
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
は
被
爆
50年
の
大
切
な
節

目
の
年
で
す
が
、
被
爆
者
援
護
法

も
ま
だ
制
定
さ
れ
ず
、
被
爆
者
の

皆
さ
ん
の
高
齢
化
も
問
題
で
す
。

被
爆
体
験
を
聞
く
会
を
数
多
く
重

ね
て
、
多
く
の
市
民
の
方
に
実
態

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
核
兵

器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣
言
の
日
野

市
の
名
に
恥
じ
な
い
年
に
し
た
い

と
心
か
ら
望
み
ま
す
。

を
問
う
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
施

設
に
ふ
さ
わ
し
い
公
的
援
助
の
形

を
考
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
野
由
の
「
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
目
標
を
実
現
し
、
「
計

回
」
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く

う
え
で
、
市
民
の
運
動
と
不
断
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
参
加

者
で
確
認
し
ま
し
た
。

「
環
境
な
く
し
て
憲
法
は
あ
り

の
違
い
、
高
級
感
を
出
す
た
め
の
町
の
殿
終
処
理
施
設
の
限
界
を
前

表
面
加
工
な
ど
、
そ
の
会
社
で
な
に
し
て
、
こ
み
の
減
量
化
、
資
源

け
れ
ば
通
用
し
な
い
一
升
び
ん
。
化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

統
一
で
き
た
ら
全
国
の
洒
類
会
社
反
面
、
物
質
的
豊
か
さ
に
慣
れ
、

等
ヘ
リ
サ
イ
ク
ル
の
び
ん
と
し
て
棄
て
る
こ
と
へ
の
便
利
さ
に
慣

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
れ
、
こ
み
処
理
は
役
所
の
市
民
へ

し
、
大
企
業
ほ
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
回
収
し
、

び
ん
を
作
り
、
再
利
用
困
難
な
状
き
れ
い
な
町
に
し
て
お
く
の
は
あ

況
を
つ
く
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
た
り
前
と
い
っ
た
意
識
に
つ
か
っ

企
業
の
引
き
取
り
責
任
義
務
を
て
い
る
。
企
業
も
わ
た
し
た
ち
市

明
確
に
し
な
い
阪
り
、
こ
み
問
題
民
も
、
こ
み
問
題
は
自
分
た
ち
の

は
解
決
の
道
は
な
い
の
か
も
。
わ
問
題
と
い
っ
た
意
識
に
立
た
な
い

た
し
た
ち
も
、
企
業
責
任
を
問
う
限
り
解
決
の
道
は
な
い
よ
う
だ
。

多
様
な
運
動
が
必
要
で
す
。
早
く
目
覚
め
な
い
と
地
球
と
い
う

現
在
、
日
野
市
で
は
、
日
の
出
生
存
の
源
が
危
な
い
状
態
に
陥
る
。

の
祖
国
の
惨
め
さ
と
悲
し
み
を
刻

み
込
む
授
業
で
し
た
」
と
指
摘
を

真
の
友
好
の
た
め
に

日
韓
現
代
史
を
見
つ
め
直
そ
ぅ
受
け
、
再
度
、
授
業
を
し
ま
し
た
。

〶
講
演
会
「
日
の
丸
抹
消
事
件
を
下
し
、
涙
が
と
め
ど
な
く
頬
（
ほ
最
も
身
近
で
長
い
交
流
の
歴
史

授
業
す
る
」
ー
日
本
と
韓
国
で
授
お
）
を
伝
わ
り
ま
し
た
」
と
語
り
を
持
つ
国
、
韓
国
。
日
本
の
文
化

業
し
て
ー

(
6
月
18日
、
生
活
・
ま
す
。
日
の
丸
抹
消
事
件
と
は
、
や
芸
術
を
学
べ
ば
か
な
ら
ず
出
て

保
健
セ
ン
タ
ー
）
こ
の
時
、
東
亜
日
報
が
、
孫
さ
ん
く
る
韓
国
。
こ
の
国
と
の
真
の
友

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
の
胸
の
日
の
丸
を
酒
し
て
報
道
し
好
を
目
指
そ
う
と
す
る
な
ら
、
侵

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
最
後
の
た
こ
と
へ
の
大
弾
圧
事
件
で
す
。
略
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
み
つ

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(
1
9

山
本
典
人
先
生
は
、
孫
さ
ん
と
め
、
謝
罪
す
べ
き
こ
と
を
。
日
本

3
6
年
）
、
マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
「
孫
基
の
先
生
が
来
る
こ
と
を
一
初
め
は

ス
ト
孫
基
禎
さ
ん
の
頭
上
に
翻
っ
禎
と
日
の
丸
抹
消
」
と
い
う
内
容
い
や
な
気
持
ち
」
で
い
た
韓
国
の

た
の
は
、
日
章
旗
で
し
た
。
そ
の
か
ら
「
韓
国
併
合
」
の
授
業
を
組
子
供
た
ち
。
し
か
し
、
先
生
の
優

時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
孫
さ
ん
み
ま
し
た
。
そ
の
授
業
が
ソ
ウ
ル
し
い
人
柄
と
真
の
国
際
理
解
を
求

は
「
亡
国
の
悔
し
さ
や
惨
め
さ
、
の
小
学
校
で
も
行
わ
れ
、
授
業
は
め
る
考
え
方
が
、
韓
国
の
子
供
た

悲
し
さ
と
怒
り
が
胸
底
に
深
く
沈
よ
い
も
の
で
し
た
が
、
授
業
後
の
懇
ち
を
変
え
ま
し
た
。
講
油
を
聞
い

談
会
の
中
で
韓
国
の
先
生
に
「
子
た
私
た
ち
の
心
の
中
に
も
暖
か
い

い

ま

す

。

供

た

ち

の

心

に

要

小

民

族

と

し

て

も

の

が

広

が

り

ま

し

た

。

霊
と
し
て
せ
め
て
高
校
ぐ
ら

[
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た
資
料
と
共
に
、
小
・
中
学
生
向
"

い
は
で
な
く
、
親
を
離
れ
て
自
分
叫5

平
和
、
祈
り
、
絵
酉
け
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

i（
 

の
力
で
き
ち
ん
と
歩
い
て
行
か
れ

る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
の
―
つ
の
一
丸
木
美
術
館
を
午
後
、
丸
木
美
術
館
を
見
学
。

条
件
と
し
て
、
高
校
教
育
を
と
ら
｝
訪
ね
て
「
原
爆
の
図
」
を
始
め
、
作
品
の
[

え

て

ほ

し

い

の

で

す

。

学

歴

（

有

一

ス

ケ

ー

ル

と

迫

力

に

庄

倒

さ

れ

[

名
校
志
向
）
だ
け
で
な
く
学
力
（
生
コ
仝
憲
法
ハ
イ
ク
・
バ
ス
ツ
ア
ー
る
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、
被
i

き
て
い
く
力
）
も
身
に
付
く
よ
う

r

「
原
爆
の
固
、
丸
木
美
術
館
を
爆
し
た
捕
虜
や
馬
を
描
い
た
り
叫

に

し

ま

し

ょ

う

。

＂

訪

ね

て

」

(
5月
8
日
）
「
南
京
大
虐
殺
」
を
描
く
ま
で
に
l

到
る
過
程
な
ど
は
、
単
に
原
爆
[

ま
た
、
入
試
に
失
敗
し
た
生
徒
"
…
…
;
…
…
…
…
…
…
…
•

や
親
の
嘆
き
は
と
て
も
深
刻
で
、

9

こ
と
し
の
憲
法
ハ
イ
ク
は
、
の
悲
惨
さ
を
語
る
だ
け
で
は
な
l

そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
が
「
バ
ス
で
埼
玉
県
東
松
山
市
の
丸
い
、
平
和
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
i

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
木
美
術
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
ジ
を
わ
た
し
た
ち
に
伝
え
て
い
[

15
の
春
を
泣
か
せ
な
い
た
め
に
、
＂
午
前
中
は
昨
年
開
館
し
た
埼
る
よ
う
で
し
た
。
子
供
た
ち
も
"

一

今
あ
る
設
備
と
人
員
で
、
希
望
す
，
玉
県
平
和
資
料
館
を
見
学
し
ま
時
に
は
怖
が
り
な
が
ら
も
、
真
一

＂
し
た
。
熊
谷
の
空
襲
の
ア
ニ
メ
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

る
生
徒
た
ち
の
高
校
教
育
が
可
能

で
あ
る
の
に
、
都
立
離
れ
の
解
消
＂
映
画
や
、
復
元
さ
れ
た
戦
時
中
見
学
後
、
丸
木
浚
さ
ん
に
お
]

と
い
っ
て
、
競
争
率
を
上
げ
て
い
-
の
民
家
、
学
校
、
防
空
壕
（
こ
話
を
伺
い
、
ま
す
ま
す
盛
ん
な
1

る
こ
と
に
、
大
き
な
怒
り
を
感
じ
亡
つ
）
が
市
民
か
ら
提
供
を
受
け
制
作
意
欲
に
競
か
さ
れ
ま
し
た
。
]

て
い
ま
す
。
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ご
み
は
役
所
だ
け
の
問
題
？
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ff0120-042586（無籾）
（日曜日・祝日 9: 00~17 : 00 

年末年始を除く ） 
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一人ひとりの協力で安全できれいなまちを

平
成
6
年
6
月
20日
に
改
正
さ

れ
た
『
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
及
び
自
転
車
等
の
註
申
対
策
の

総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律
』
（自

転
車
法
）
で
は
、
自
転
車
・
バ
イ

ク
を
利
用
す
る
方
は
、
駐
輪
場
以

外
の
場
所
に
放
置
し
な
い
こ
と
、

自
転
車
を
和
用
す
る
方
は
、
そ
の

利
用
す
る
自
転
車
に
つ
い
て
、
防

犯
登
録
を
受
け
な
け
れ
は
な
ら
な

い
こ
と
、
放
隧
自
転
車
は
市
区
町

村
の
条
例
に
基
づ
き
撤
去
、
処
分

等
の
描
閥
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
野
市
の

『日
野
市
自
転
車
等

の
駐
車
秩
序
の
確
保
に
関
す
る
条

例
』
（
自
転
車
条
例
）
は
、
平
成
4

年
9
月
1
日
に
改
正
さ
れ
、
駐
輪

場
の
整
備
、
放
置
自
転
車
の
強
制

-
3
千
台
以
上
の
自
転
車
が
路
上
放
置
一

i

毎
年
11月
に
市
内
各
駅
周
辺
不
動
駅
周
辺
に
350台
な
ど
市
内
i

応
放
置
自
転
車
台
数
を
調
べ
て
全
体
で
常
時

3

千
台
以
上
が
放
~

i

い
ま
す
が
、
昨
年
も
J
R豊
田
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
問
の
強

i

溢
周
辺
に
千8
5
0
台
、
J
R

日
野
制
撤
去
台
数
は
、
1

万
6

千
8
9
1
~

涵
周
辺
に
700台
、
京
王
線
高
幡
台
に
も
な
り
ま
す
。
・

•••••••••••••••• 

’
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『
自
転
車
法
』
と

『
自
転
車
条
例
』

覆

駅
問
辺
の
放
謹
車
両
は
、
ほ
と

ん
ど
が
通
勁
通
学
者
の
も
の
で
、

長
時
間
放
鷹
し
て
い
る
た
め
盗
難

さ
れ
や
す
く
、
昨
年
1
年
間
に
市

内
で
千
222
件
の
被
害
届
か
あ
り
、

未
届
け
の
も
の
を
含
め
る
と
1
日

に
11件
余
り
の
盗
難
が
あ
り
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
自
転
車
法
で
は
、

還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

防
犯
登
録
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
し
、
住

た
。
防
犯
登
録
が
さ
れ
ま
せ
ん
と
所
・
氏
名
を
自
転
車
に
記
載
し
駐

盗
難
車
が
発
見
さ
れ
た
場
合
も
、
輪
場
へ
。
バ
イ
ク
は
必
ず
ハ
ン
ド

ま
た
放
置
自
転
車
と
し
て
保
管
さ
ル
ロ
ッ
ク
を
、
自
転
車
は
施
錠
を

れ
た
場
合
も
、
持
ち
主
の
方
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

駐
輪
場
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
・

~
市
内
各
駅
周
辺
に
は
無
料
の
あ
り
ま
す
。

応
営
駐
輪
場
が2
9カ
所
、
有
料

J
R

日
野
駅
近
く
の
ス
ー
パ
~

ケ
ッ
ト
付
近
の
道
路
（
写
~

ー
マ
ー

協
8
カ
所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

賞
問
の
有
料
駐
輪
場
は

1
1カ
所
真
下
）
で
は
、
常
時
I
O
O
台
以
上
の
~

富
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
駐
輪
場
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

i

応
多
く
は
、
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
し
か
し
、
こ
こ
の
そ
ば
に
は
千
~

台
近
く
収
容
で
き

i

る
『
日
野
駅
西
第
~

1

駐
輪
場
』
が
あ
~

り
、
約5
0
0
台
も
の
空
~

き
が
あ
り
ま
す
。
i

放
置
自
転
車
は
、
~

ち
ょ
っ
と
し
た
心

i

遣
い
で
減
ら
す
こ

i

と
が
で
き
ま
す
。

i直

写
真
右
・
・
・
収
容
能
力
の
半
分
以

上
が
空
い
て
い
る
駐
輪
場

写
真
下
・
・
・
駐
輪
場
案
内
図
の
前

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等

保管場所案内図
至立川駅

至
八
王
子

至豊田駅

GS 甲州街道 至立川

二 川
崎
街
道

至高幡

放
置
自
転
車
等
に
つ
い
て
は

管
理
課

(
6
内
線

336)

へ

公
共
空
間
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
等
は
随
時
移
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
貿
い
物
な
ど
の
目
的
で
も

直
ち
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
強
制
移
動
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
移
動
さ
れ
た
自
転
車

・
バ
イ
ク
の
移
動
先
は
放
置
し
た

場
所
で
異
な
り
ま
す
。
各
駅
周
辺

放
置
自
転
車
等

は
移
動
し
ま
す

防
犯
登
録
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た

「
放
置
自
転
車
」
は
、
現
在
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
駅
問
辺
に
自
転
車
等
を
放
隠
す
る
こ
と
は
、
「
自
転
車
条
例
」

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
や
バ
イ
ク
は
必
ず
旺
輪
場

な
ど
決
め
ら
れ
た
場
所
に
麿
き
ま
し
ょ
う
。

（
管
理
課
）

移
動
や
処
分
な
ど
の
自
転
車
対
策

は
、
全
て
こ
の
条
例
に
基
つ
い
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

iバスの待ち合い場も
： 

管◎ ◎ 第 ◎ 動 ◎ 場駐◎ ◎園の
： 
；これでは・・・・・・

場京京 1京駅芽 ／ 輪 J J と移．
: JR豊田駅北口のバス停では、朝早くから自転車が

所王主駐王北主豊場 R R 照動；置かれ始め、屋根付きの待ち合い場は人が入れず、 炎天
線線輪線第綜田 ／ 豊日合先
平南場百 4高駅豊田野をは．

；下には外で、雨の日も傘をささなければならない状況

山平 草駐幡南田駅駅- ‘；があります。また、目の不自由な方にとって大切な、 ： 
城 駅 園輪不第駅： ： °次

と ；歩道に付設された点字ブロックも放置自転車で遮られ、 ：
址： 駅場動 3都豊保 ぉ；過 行の障害になっています。 ： 
公 保 ： 駅駐道田管 り： ； 
園管 百 ：輪臨駅場 ‘
駅場 草 高場時北所 で．

； 何気なく饂いている自転申も、周りの人には迷惑な ； 

；所園幡駐第 ＾ ： 
す：存在。思いやりを持って、安全なまちを。 ： 

保 jじ不輪 l 地：，．．．．．．．．．..….......................…•....．..．．．..．．．．．．．．...．．．..．．．．．．．．．．．．．．..．、：

点字ブロックも

高幡不動駅周辺

↑
南
平
駅

ー

場

↓
百
草
園
駅

第
輪

↑
平
山
城
址
公
園
駅

南平駅周辺

場

自
転
車
駐
輪
場

案
内
図

百草園駅周辺 平山城址公園駅周辺 豊田駅周辺

↓
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

↑
高
幡
不
動
駅

北臨時

駐輪臼旦］り三二水場
← -4一自動車約習所 ,_,..-L二JV LI I._______.-::キ:::::------11→日野駅

i 

平山橋

※
円
内
（
駅
周
辺

300
認
の
範
囲
）
は
、
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
で

す
。
放
置
自
転
車
等
は
、
保
管
場
所
、
ま
た
は
市
営
駐
輪
場
に
移

動
し
、

2
カ
月
を
め
ど
に
保
管
し
ま
す
。

~．̀ ―̀ ‘̀ 
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市役所
代表電話 雲 85-1111

女
性
セ
ン
タ
ー
学
習
講
座

『や

さ
し
く
学
ぶ
女
性
問
題
』
パ
ー
ト

3
と
し
て
、
「
女
と
男
、
共
に
創
（
つ

く
）
る
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
講

座
を
行
い
ま
す
。

女性センター学習講座

やさしく学ぶ女性問題

『汝糾易、典這8（もし』

教
育
、
労
働
、
家
庭
、
高
齢
化

の
視
点
か
ら
、

5
回
シ
リ
ー
ズ
で

問
題
を
考
え
て
行
き
ま
す
。
性
に

と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
、

つくられる女の子・男の子

ゆとりを生み出す働き方とは？

パート 3

弁護士

受講者募集

中島通子氏

よりよいパートナーシップを求めて

高齢化社会にどう立ち向かうか

毎日新聞編集委員 重川治樹氏

ジャ ーナリ スト 大熊一夫氏

弁護士 中島通子氏

．
皿
大
好
評
の
春
に
続
き
、
秋
の
▽
会
場
ー
女
性
セ
ン
タ
ー
呻

皿
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
を
開
き
ま
す
。
▽
対
象
ー
全
回
出
席
で
き
る
方
叫

皿
思
い
出
の
着
物
や
タ
ン
ス
に
眠
▽
定
員
1115人

叫
っ
て
い
る
も
の
を
素
材
に
し
て
、
▽
費
用
11無
料
（
材
料
費
実
費
）
パ

:
現
代
風
の
裏
無
し
ソ
フ
ト
ス
ー
※
リ
フ
ォ
ー
ム
用
の
着
物
（
着
爪

旧

ツ

を

作

り

ま

す

。

尺

）

持

参

を

。

叫

呻

資
源
を
大
切
に
、
地
球
に
優
▽
申
込
み
ー
9
月
1
日
（
消
印
叩

呻
し
い
衣
生
活
を
考
え
な
が
ら
、
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
直

叫
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
f＂＂ 

入
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー

(〒
191[

ー

、ヽ
0

（
カ

ご
＞
日
時
1
1
9月
20日
1
1
0月
18
日
野
市
日
野
本
町

1
の
6
の
呻

皿
日
の
毎
週
火
躍
日
午
後
2
時
ー

3
6
8
4
.
2
7
3
3
)
へ
※
応
叫

寡
者
多
数
の
場
合
は
拍
選
~

呻

4
時
（
全

5
回）
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マ
・
ふ

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
男

▽

そ

の
他
ー

3
歳
以
上
の
子
供
に

性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

保
育
あ
り

▽
日
時
1
1
9月
7
日
1
1
0月
5
日

▽

申
込
み
ー
9
月
1
日
ま
で
に
電

の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
1
9時
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(
6
8
4
.
2

▽
会
槽
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

7
3
3
)
へ
※

『や
さ
し
く
学
ぶ

▽
内
容
11別
表

の

と

お

り

女

性

問

題

』
を
す
で
に
申
し
込
ま

▽
対
象
ー
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
れ
て
い
る
方
は
改
め
て
申
し
込
み

学

の

男

女

す

る

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

秋

ー
着
物
を
ソ
フ
ト
ス
ー
ツ
に

ー

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
自
然
体

験
広
場
で
カ
ン
タ
ン
の
声
を
聴
き

ま
せ
ん
か
。

こ
と
し

5
月
に
孵
化
（ふ
か
）
し

た
ば
か
り
の
カ
ン
タ
ン
を
IOo匹
程

自
然
体
験
広
場
に
放
し
ま
し
た
。

8
月
中
旬
か
ら
鳴
き
始
め
、
「
ル

ー
ル
ー
ル
ー
」
と
細
く
美
し
い
声

で
長
く
鳴
き
続
け
る
カ
ン
タ
ン
。

今
回
は
嗚
＜
虫
友
の
会
会
長
の
小

野
公
男
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
虫
た
ち
の
奏
で
る
声

を
、
自
然
体
験
広
場
で
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
家
族
、
お
友

だ
ち
同
士
で
ど
う
ぞ
ー
・

多
多
多
多
ク
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
ク
多
多
ク
多
多
多
多
ク
多
多
珍
多
多
多
多
多
多
ク
多
ク
多
多
多
多
ク
多
多
多
多
ク
多
多
ク
多
珍
多
多

N
多
多
多
多
多
多
ク
多
ク
多
多
多
多
多
多
多
ク
多
多
＇

▽
日
時
1
1
8月
24
日
午
後
6
時
1

8
時
（
雨
天
実
施
）

▽
集
合
場
所
ー
中
央
公
民
館
※
案

内
図
参
照

▽
講
師
11小
野
公
男
氏
（
鳴
く
虫

友
の
会
会
長
）

．

▽
定
員
11
30人
※
申
し
込
み
を

▽
申
込
み
11生
活
課

(
6
8
1
.
4

1
1
2
)
 

束
京
閻
害
者
職
業
能
力
間
発
校

|」

11乎
成

7
年
4
月
入
校
生
募
集
ー
'
’

障
害
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
機

関
で
あ
る
東
京
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

（小
平
市
小
川
西
町
）
で

は
、
平
成

7
年
4
月
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
コ
ー
ス
11身
体
障
害
者
…

電
気

・
電
子
系
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
親

系
な
ど
11職
種
系
／
軽
度
の
精
神

薄
弱
者
…
実
務
作
業
系

▽
募
集
期
間
11実
務
作
業
系
…

9

月
1
日
1
1
0月
7
日
／
新
規
学
卒

••. 

9
月
16日
1
1
1月
4
日
／

一
般

... 9
月
16
日
1
1
2月
22
日

▽
訓
練
期
間
1
1
1年

（義
肢

・
装

具
系
の
み
2
年）

▽
対
象
ー
障
害
者
で
職
業
自
立
を

案内図

至立川駅

夏
の
盛
り
、
南
平
丘
陵
公
園
で
ま
た
、
当
日
の
午
後
に
は
管
理

は、

淡
紫
色
の
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
棟
で
、
植
物
と
チ
ョ
ウ
の
相
談
コ

ウ
や
黄
赤
色
の
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
普
段
か
ら

リ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
午

今
回
の
自
然
観
察
会
で
は
、
キ
前
中
の
観
察
会
で
気
に
掛
か
っ
た

ア
ゲ
ハ
や
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
な
ど
こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

20種
以
上
の
チ
ョ
ウ
が
観
察
で
き
、

い
ろ
い
ろ
な
ト
ン
ボ
に
も
出
あ
え

ま
す
。

8
月
最
後
の
日
曜
日
、
身
近

な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
、
家
族

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
野
の
自
然
を
守
る
会
の
観
察

会
「
ぐ
る
り
日
野
」
も
、
い
よ
い

よ
最
終
回
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
日
野
市
内
で
も
昔
の
面
影
が

残
っ
て
い
る
川
辺
堀
之
内
と
日
野

中
央
公
園
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
（企

画
展
「
清
流
と
な
り
わ
い
」
を
開

目
指
す
方

※
授
業
料
無
料
、
訓
練
手
当
制
度

あ
り
。高

齢
者
の
た
め
の

「
再
就
職
準
備
講
座
L

東
京
都
八
王
子
高
齢
者
就
業
相

談
所
が
、
働
く
希
望
を
持
つ
高
齢

者
の
方
や
定
年
後
の
再
就
職
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に、

高
齢
者
の
た
め
の
「
再
就
職
準
備

講
座
」
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8月
28日
午
後
1
時
30

分
1
4時

▽
会
場

1
1
J
R
八
王
子
駅
ビ
ル
8

▽
申
込
み
先
11
八
王
子
公
共
職
業

安
定
所

(C
0
4
2
6
.
2
2
.
8

6
0
9
)
 

▽
問
合
せ
先
11東
京
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

(6
0
4
2
3
.41

.
1
4
1
1
)
 

階
市
民
ホ
ー
ル

▽
内
容
11講
演
会

「再
就
職
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
！
＼

新
し
く
変
わ
る
年
金
制
度
を
ふ
ま

え
て
＼
」
、
就
業
相
談
会

▽
定
員
ー

80人

▽
費
用
11無
粘

▽
申
込
み
11
電
話
で
、
同
相
談
所

(C
0
42
6

•
4
8.0
4
8
0

)
へ

の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

案内図
至京王 l 

京王線

▲説明を聞いてから、観察へ出発！ （今年 6月）

ー」冒冒十自然体験広場

ロしこ~)

口喜歩道橋 川

至市役所

都
み
ど
り
の
推
進
舅

、
神
保
一
義

氏

（日
本
鱗
窃
八
り
ん
し
＞
学
会

会
員
）

▽
参
加
方
法
ー
直
接
集
合
場
所
へ

（当
日
自
由
参
加
）

▽
問
合
せ
先
11公
園
緑
政
課

6
内

線

362

乙るり日毀

＊最終回＊

～川辺堀之内から

神明を歩こう！～

日
野
市
企
業
公
社
で
は
、
次
の

駐
車
場
を
新
た
に
設
障
し
ま
し

た
。
こ
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
名
称

・
場
所
ー
東
町
第
4
駐
車

場
（
日
野
ー
3
5
3の
1
)
※
案

内
図
参
照

▽
費
用
11月
7
千
円

▽
利
用
開
始
ー

9
月
1
日
か
ら

▽
申
込
み
1
1
8月
22日
（
土
躍
・日

耀
日
を
除
く
午
前
8
時
30分
1
午

後
5
時
）
ま
で
に
電
話
で
、
日
野
市

企
業
公
社

(C
8
7
.
2
4
3
7
)

催
中
）
を
見
て
回
り
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8月
28日
午
前
10時
1

午
後
3
時

▽
集
合
場
所
・
時
間
1
1
J
R
豊
田

駅
北

□…
午
前
9
時
30分
／
京
王

線
高
幡
不
動
駅
前
：
．
午
前
9
時
30

分
／
川
辺
堀
之
内
青
年
研
修
セ
ン

タ
ー
…
午
前

10時

▽
費
用
11大
人
300円
、

18歳
以
下

100円
▽
持
ち
物
ー
弁
当
、
飲
み
物
、
帽

子
、
筆
記
用
具
、
汗
を
か
い
た
時

の
着
替
え

▽
問
合
せ
先
11
同
会
事
務
局

(h

岡

6
8
2
.
0
6
9
6
)

案内図

至
日
野
駅

も
結
構
で
す
か
ら
、
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
夏
休
み
の
宿
題
で

悩
ん
で
い
る
子
供
さ
ん
も
大
歓
迎

で
す
。

▽
日
程
ー

8
月
28日

▽
内
容

・
時
間
11
自
然
観
察
会

カ
ン
タ
ン
を
聴
く
タ
ベ

自
然
体
験
広
場
に
て

「
夏
の
雑
木
林
の
花
と
チ
ョ
ウ
」

・・・
午
前
10時
ー
正
午
（
雨
天
実
施
）

／
植
物
と
チ
ョ
ウ
の
相
談
コ
ー
ナ

ー・・・午
後
1
時
1
4時

▽
会
場
南
平
丘
陵
公
園
（
案
内

図
参
照
。
集
合
は
管
理
棟
）

▽
解
説
者
11播
本
正
常
氏
（
東
京

仲田パス停

[
南
乎
丘
陵
公
園
で
自
然
観
察
会

夏
の
雑
木
林
の
花
と
チ
ョ
ウ

ヘ※
応
募
者
多
数
の
埠
合
は
抽
選
。

東
町
第
4
駐
車
場

利
用
者
を
経
躯
／
．

r
 
.

.
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民、

基
本
的
人
権
の
保
障
、
地
約
」
・

「
外
国
人
の
選
挙
権
」

方
自
治
の
原
理
を
定
め
た
日
本
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ

国
憲
法
と
、
私
た
ち
の
生
活
が
く
予
定
で
す
。

集
座
〗

疇
講
6
〗
汀
旦
汀
[
[
い
こ

[
0
ぉ
気
軽
に
こ
参
加
＜

ら

会

と

し

ま

し

ょ

う

。

▽

日

時

ー

9
月
3
日
・

10日
・

生

去

か

こ

の

講

座

も

こ

と

し

で

9
回

17
日、

10月
1
日
・

15日
・

22

目
を
迎
え
ま
す
。今
回
は
、右
崎
日
午
前
10時
1
1
1時
45分

講
ヽ
ヽ
I

H3
 

正
博
氏
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）
▽
会
場
ー
市
役
所
5
階
505会
議

に
、
「
政
治
改
革
の
ゆ
く
え
と
改
室

受
憲
，

市
民
自
治
学
園
で
は
、
公
開

憲
問
題
」

・
「政
治
倫
理
と
日
▽
費
用
11無
料

座
と
し
て

9
月
3
日
か
ら
10

本
の
民
主
主
義
の
課
題
」
な
ど
、
▽
申
込
み
ー
電
話
で
、
広
報
課

22日
ま
で
、

6
回
シ
リ
ー
ズ
江
島
晶
子
氏
（
明
治
大
学
短
期
市
民
相
談
担
当

(
6
8
5
.
2
0

憲
法
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
大
学
専
任
講
師
）
に
、
「
国
際
人

0
0
)
へ
※
予
定
人
数
に
達
し

]
 

世
界
の
恒
久
平
和
、
主
権
在
権
保
障
ー
憲
法
と
国
際
人
権
規
次
第
締
め
切
り
ま
す
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東
京
南
農
業
協
同
組
合
の
協

地

元

産

の

野

菜

を

販

売

カ
で
、
農
産
物
即
売
会
「
士
曜

市
」
を
開
催
し
ま
す
。
新
鮮
•
安
価
「
＋
＋
声
匡

f
f
i
L

地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
安
く
販
売
し
ま
午
前

10時
ー
正
午
・
・
・
東
京
南
農
▽
問
合
せ
先
11東
京
南
農
協
日

す
。

協
日
野
支
店
②
午
後
1
時
1
4

野
支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)／

ぜ
ひ
一
度
、
お
出
掛
け
く
だ
時
：
多
摩
平
第
七
公
園
③
午
前
同
農
協
七
生
支
店

(
6
9
1
.
2

さ
い
。

10時
正
午
と
午
後
3
時
1
4
0
1
1
)
／
市
産
業
経
済
課

6

▽
日
時
・
会
場
ー
8
月
27
日

①

時

：
同
農

協

七

生

支

店

内

線
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一
労
働
相
談
を
実
施
国
虞
〗

-

8
月
17
日
に

一

生
活
課
で
は
、
八
王
子
労
政
▽
日
時
11
8
月
17日
午
後
1
時

▽

費

用
11
無
料

-
事
務
所
の
協
力
で
、
毎
月
第
3

1

4
時

-
水
曜
日
、
働
く
方
や
事
業
主
の
▽
内
容
11賃
金
と
労
働
時
間
、
守
し
ま
す
。

L

方
を
対
象
に
、
労
働
相
談
を
実
パ
ー
ト
の
問
題
、
労
使
間
の
問
▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(681

-
施
し
て
い
ま
す
。
お

気

範

に

ご

題

な

ど

．

4
1
1
2
)

：
相
談
く
だ
さ
い
。
▽

会
場
1
1勤
労
•
青
年
会
館

一5t・
t・
t・
t・・
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1994年（平成6年）8月1

第853号

電話で聞ける市政情報
月曜～土曜日 9 : 00-20: 00 

合 0120-042586（無料）
（日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 

年末年始を除く ） 

(7) 

日
野
市
史
編
さ
ん
委
貴
会
で
▽
価
格
ー
各
年
分
500円

は、

『
五
十
子
敬
斎
（
い
ら
こ
・
け
◎
日
野
市
史
史
籾
集
・
高
幡
不
動

い
さ
い
）
日
記
』
の
う
ち
、
昭
和
胎
内
文
書
編

5
年
と

6
年
に
書
か
れ
た
も
の
を
高
幡
不
動
胎
内
文
書
は
、
不
動

そ
れ
ぞ
れ
出
版
し
ま
し
た
。
ま
た
、
明
王
像
及
び
―
―
童
子
と
共
に
、
こ

『日
野
市
史
史
料
集
・
高
幡
不
動
と
し
4
月
に
国
の
菫
要
文
化
財
に
八
王
子
児
童
相
談
所
で
は
、

18

胎
内
文
書
編
』
を
増
刷
し
ま
し
た
。
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
史
料
歳
未
満
の
子
供
に
つ
い
て
の
あ
ら

い
ず
れ
も
販
売
中
で
す
。
集
は
、
全
て
の
文
書
の
写
真
と
解
ゆ
る
相
談
に
、
屯
童
福
祉
司
、
心

◎

五

十

子

敬

斎

日

記

読

文

を

載

せ

、

そ

の

全

容

を

紹

介

理

判

定
員
、
医
師
な
ど
の
専
門
職

市
内
落
川
に
生
ま
れ
育
っ
た
五
す
る
も
の
で
す
。

員

が
応
じ
て
い
ま
す
。

十
子
敬
斎
が
明
治
26年
か
ら
39年
日
野
市
域
を
中
心
に
活
躍
し
た
子
供
の
こ
と
で
悩
み
の
あ
る
方

問
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
た
こ
の
武
士
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
は
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
記
は
、
歴
史
・
民
俗
史
料
と
し
れ
、
中
世
史
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ

18ル
幸
羊
珀
1

部巫

C
ツ

主
な
内
容

て
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
を
加
え
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。

昭
和
6
年、

75歳
の
敬
斎
は
次
▽
体
裁
l
B
5判
上
製
本

第
に
病
気
が
ち
と
な
り
、

12月
17

▽
価
格
ー

2
千

円

八

王

子

児

童

相

談

所

で

応

じ

て

日
の
短
い
記
述
を
最
後
に
日
記
の
以
上
、
い
ず
れ
も
▽
発
売
場
所
い
る
相
談
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

筆
が
お
か
れ
ま
す
。

1
1
市
役
所

1
階
市
政
図
書
室
、
ふ
の
か
あ
り
ま
す
。

敬
斎
日
記
は
、
こ
の
昭
和

6
年
る
さ
と
博
物
館
▽
問
合
せ
先
1
1
社
唖
養
育
上
の
相
談

を
も
っ
て
完
結
し
ま
す
。
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
担
当

6
内
親
の
病
気
、
出
産
、
死
亡
、
家

▽
体
裁
ー

B
5
判

線

567

出
な
ど
で
家
庭
で
の
養
育
に
困
っ

た
場
合
の
相
談
。
虐
待
な
ど
、
子

ー
午
後
4
時
／
8
月
28日
午
前
供
の
人
権
に
関
す
る
相
談
。

10時
1
1
1時
※
雨
天
実
施
唖
し
つ
け
や
性
格
、
行
動
上
の
相

野
外
活
動
指
導
者
講
習
会

ド

ラ

ム

カ

ン

窯

炭

や

き

法

▽
会

槽

自
然

体

験

広

場

（

仲

談

田

小

隣

）

わ

が

ま

ま

、

人

見

知

り

、

落

ち

野
外
活
動
指
導
者
講
習
会
を
目
と
し
て
「
ド
ラ
ム
カ
ン
窯
炭
▽
講
師
1
1
杉
浦
銀
治
氏
（
炭
や
着
き
が
な
い
、
友
達
が
で
き
な
い
、

5
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
ゃ
き
法
」
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
き
の
会
副
会
長
）
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
お
ね

す
。
こ
の
講
習
会
は
、
野
外
活
青
少
年
の
育
成
活
動
や
レ
ク
▽
対
象
ー
市
内
在
住
の
高
校
生
し
ょ
な
ど
の
相
談
。

動

全

般

に

つ

い

て

、

実

践

的

な

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

活

動

を

行

っ

て

以

上

の

方

唖

身

体

や

精

神

の

発

達

に

関

す

る

-

杏

林

大

学

も

の

を

身

に

付

け

ら

れ

る

よ

う

い

る

皆

さ

ん

、

奮

っ

て

こ

参

加

▽

参

加

方

法

ー

直

接

会

場

へ

相

談

▽

日

時

ー
9
月
3
日
午
後
1
時
30

な
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
ー
社
会
教
育
課

6

肢
体
不
自
由
、
知
的
障
害
‘
―
―
―
-0

分
1
4時

今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
1
回

▽

日
時
1
1
8
月
27日
午
後
2
時

内

線

533

葉
の
障
害
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
な
▽
会
場
ー
八
王
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

多

込
書
（
市
役
所

4
階
職
員
課
、
七

用

集

生

・

多

摩

平

両

支

所

で

配

布

）

採

罪

罪

罪

募

②
最
終
学
歴
の
卒
業
（
修
了
）
証

,‘,
‘,‘,
‘,、、、
,、

明
書
と
成
績
証
明
書
、
ま
た
は
卒

度
三[
〗
[
[
〗

員
業

（
修
了
）
見
込
み
証
明
書

と
成

.`＇‘,‘,‘,‘、、

.‘、、、、、
、、、、

格

年
g乳
三

職

績
証
朗
書
③
保
母

・
児
童
厚

資

、,‘‘‘,
‘‘‘,‘
,

‘

‘

生

員

、
学
芸
員
は
資
格
（
取
得
見

込
み
）
証
明
書
※
学
芸
員
は
、

7
罰
罪
罰
缶
＂

感

罪

叫

罪

野

④
卒
業
論
文

・

修

士

論

文

の

概

験

平

B

要
（
讐
程
度
）
ま
た

は

卒

業

論

受と種

文
・
修
士
論
文
研
究
計
画
の
概
要
、

職

平
成

7
年
度
採
用
の
日
野
市
職
⑤
発
掘
調
査
歴
・
研
究
業
績
の
一

集

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
覧
表

募

▽
臓
種
・
受
験
資
格
ー
別
表
の
と
▽
応
募
方
法
ー

8
月
29日
ー

31日

お

り

午

前

9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時
ー

▽
募
集
人
員
1
1
事
務
職
厨
、
技
術

4
時
に
市
役
所

1
階
101会
議
室
へ

職
員
、
保
母
、
児
童
厚
生
員
、
・
作

持

参

業
員
・
給
食
調
理
員
、
用
務
貝
は
※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み
不
可
。

若
干
人
。
学
芸
員
は
1
人

▽

第

1
次
試
験
ー

9
月
18日

▽
提
出
書
類
ー
①
所
定
の
試
験
申
▽
問
合
せ
先
ー
職
員
課

6
内
線
441

市政図書室・ふるさと博物館で販売

r五十子敬斎日記」
「日野市史史料集
高幡不動胎内文書編」

.．・ -• ← .．．． ．． ．・ • 

大学卒昭和44年4月2日
短大卒程度

昭和47年4月2日
以降に生まれた方

大学卒昭和40年4月2日
短大卒程度

昭和43年4月2日
以降に生まれた方

●大学卒••学校教育法による大学
を卒業しているか、平成 7年 3
月31日までに卒業見込み

●短大卒程度•••学校教育法による
短期大学（高等専門学校含む）、
高等学校及び高等学校卒業を条
件とする 2年制以上の高等専門
学校を卒業しているか、平成 7
年 3月31日までに卒業見込み

＊技術職員については、それぞれ
の関係課程を履修のこと

保母資格を取得しているか、平成
7年 3月31日までに取得見込み

小学校教諭免許、幼稚園教諭免許、
保母資格のいずれかを取得してい
るか、平成 7年 3月31日までに取
得見込み

昭和43年4月2日以降に生
まれた方

昭和34年4月2日以降に生
まれた方

高等学校を卒業しているか、平成
7年 3月31日までに卒業見込み
（大学・短期大学を卒業、及び在学中
の方は除く）※用務員は女性の方

次の①、②を共に満たすこと
（見込みも可）
①学芸員の資格を取得している
②史学科・考古学科・人類学科等

で考古学関係の卒業論文ないし
修士論文を提出し、大学卒業ま
たは大学院博士前期課程を修了

＊技術職員（電気・機械）及び作業員は変則勤務を条件とします。

公
開
講
座
の
ご
案
内

ど
に
つ
い
て
の
相
談
。

唖
非
行
に
関
す
る
相
談

家
出
、
盗
み
、
乱
緊
、
性
的
い

た
ず
ら
、
薬
物
の
習
慣
な
ど
が
あ

る
場
合
の
相
談
。

〶
里
親
に
関
す
る
相
談

養
子
緑
組
を
し
て
子
供
の
養
育

を
し
た
い
場
合
、
あ
る
い
は
養
子

縁
組
を
し
な
い
で
も
家
庭
で
子
供

を
蓑
育
し
た
い
場
合
の
相
談
。

児
童
相
談
の

利
用
方
法

児
童
相
談
は
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
日
時
11
毎
週
月
曜

1
金
曜
日
午

前
9
時
ー
午
後
5
時

▽
会
場
1
1
八
王
子
児
竜
相
談
所

（
八
王
子
市
台
町

2
の
7
の
130

案
内
医
参
照
）
※
事
前
に
電
話
で

し――一

八洲建設

ストアー•\\J/I の看板

交通機関
•如芯逗 I 

●J R「西八王子」駅から

徒歩約 15分

●京王線叫田」駅から
9^  

徒歩約 8分 セン

• パス 法政大学

::;；い{m:院

「市民体育館前j 下車徒歩 3分

案
内
図

申
し
込
み
を

な
お
、
八
王
子
児
童
相
談
所
の

児
童
福
祉
司
が
日
野
市
に
出
張
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
内
で
相
談
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
京
王
八
王
子
駅
前
）

▽
内
容
11
「
転
換
期
の
国
際
情
勢

と
日
本
の
国
際
化
」

▽
費
用
~
無
料

▽
申
込
み
1
1
8
月
20日
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数
を
記
入
し
、
杏

林
大
学
八
王
子
校
舎
公
開
講
座
係

(〒
192八
王
子
市
宮
下
町

47660

4
2
6
.
9
1
.
o
o
l
l
)

へ

〶
都
立
立
川
短
期
大
学

▽
日
時
ー

9
月
6
日
・

13日
・

20

日
・

27日
午
前
10時
30分
ー
正
午

▽
会
場
上
同
短
期
大
学

▽
内
容
ー
「
快
適
な
衣
服
と
は
」

▽
定
員
11100
人
※
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
費
用
11300
円

▽
申
込
み
ー

8
月
22日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
保
育
の

希
望
の
有
無

(
3歳
児
以
上

3
人

ま
で
可
）
を
記
入
し
、
東
京
都
立

立
川
短
期
大
学
教
務
課
公
開
講
座

係
(
〒
196昭
島
市
東
町

3
の
6
の

3
3
6
4
3
.
3
0
0
1
)

へ

〶
都
立
科
学
技
術
大
学

▼
「

O
A講
座
レ
ポ
ー
ト
作
成
法

I
」

▽
日
時
ー
9
月
13日
・

14日
・

20

日
・

21
日
午
後
6
時
1
9時

▽
定
員
1
1
8人
※
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
費
用
1
1
4
千
500円

▼
親
と
子
の
理
科
技
術
教
室

「
ロ

ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

▽
日
時
ー

9
月
25日
午
前
10時
ー

午
後

4
時
30分

▽
定
員
11
親
子
40人
※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選

▽
費
用
1
1
無
料

※
会
場
は
い
ず
れ
も
同
大
学
。

▽
申
込
み
ー
「
O
A
講
座
レ
ポ
ー

ト
作
成
法
ー
」
は
9
月
5
日
、
親

と
子
の
理
科
技
術
教
室

「
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
ろ
う
」
は
9
月
16日
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

誉
弓
（
自
宅
及
ぴ
勤
務
先
）
を
記

入
し
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

庶
務
課
交
流
事
業
推
進
担
当
（
〒

191日
野
市
旭
が
丘

6
の
6
C
8
.

5
1
1
1
)

へ

子
供
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

児
童
相
談
所
で
早
め
の
相
談
を

▽
日
時
11
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
午

前
9
時
ー
正
午

▽
会
場
ー
市
役
所

2
階
社
会
福
祉

課
※
事
前
に
社
会
福
祉
課

(C
内

線
227)
へ
申
し
込
み
を

以
上
、
相
談
費
用
は
無
料
で
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
詳
し
く
は
八
王
子
児
童
相
談

所

(6
0
4
2
6
.
2
4
.
1
1
4

1
)
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

至立川
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＂
平

成
6
年
度
第

5
回

教

育

委

◎

審

議

事

項

許

可

申

請

に

つ

い

て

同

意

(

9

員
会
定
例
会
が

8
月
3
日
に
開

▽
日
野
市
立
教
職
貴
研
究
室
長

◎

報

告

事

項

"

一

一
か
れ
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
の
辞
職
に
つ
い
て
同
意
▽
心
身
障
害
教
育
に
つ
い
て
、

i

i

ま
し
た
。

▽

教
育
委
員
会
教
育
長
候
補
者
ほ
か

4
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
ー

の

決

定

に

つ

い

て

承

認

た

会

▽
教
育
委
扇
会
委
員
長
の
選
挙
次
回
の
定
例
会
は
、
9
月
1
[

一

こ

つ

い

て

日

午

後

2
時
に
開
催
予
定
で
i

員

回

会

委

員

長

喜

洋

太

（

再

任

）

す

。
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[

一
~
▽
さ
ら
ば
わ
が
青
春
の
「
少
年
▽
父
が
語
る
五
日
市
人
の
も
の
ー
タ
ー
・
ス
ト
ラ
ウ
プ

~
ジ
ャ
ン
プ

」
西
村
繁
男

が
た
り
石
井
道
郎
け
や

桑
社

]

飛

鳥

新

村

き

出

版

（

中

央
園
書
館

i

f

▽
林
望
が
能
を
読
む
青
土
社
▽
沖
縄
・
ヤ
マ
ト
人
物
往
来
録

6
8
1
.
7
3
5
4
)

．

・
▽
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
真

実

国

吉

真

永

同

時

代

社

-
>
[
〗

[
[
1
贔
〗
ニ
堂
[
"
[

ピ

江
守

一
郎

N
H
K出
版

▽

ミ
ス
テ
リ
ー
上
・
下

~
9
:」．．．．．．
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ー
エ
ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画
展
日
11毎

週
月
曜
日

(
8
i

▽
入
場
料

ll
一
般
lOo円
、
市
内
-

ご

ご

『

冠

胞

俎

靡

命

恥

』

月

29日
は
開
館
）

8
 

ふ
る
さ
と
博
物
館
（
案
内
図
ま
だ
企
画
展
を
こ
覧
に
な
っ
て
の
小
・
中
学
生
と
高
校
生
は
無
↓

一

-
＂
参
照
）
で
は
、
企
画
展

『清
流
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ふ
る
さ
と

料

※
そ
の
他
の
小

・
中
学
生
と

叫
と
な
り
わ
い
』
を
開
催
し
て
い
博
物
館
へ
お
早
め
に
お
出
掛
け
高
校
生
50円

i

く

だ

さ

い

。

▽

問

合

せ

先

1
1
ふ
る
さ
と
博
物
↓

i

ま
す
。

9

展
示
室
で
は
、
パ
ネ
ル
や
数
▽
入
場
時
間
11
午
前

9
時
ー
午
館

(f
f
8
3
.
5
1
0
0
)
7

一
々
の
漁
具
、
伝
統
漁
法
を
紹
介

9

し
た
ビ
デ
オ
を
通
じ
て
、
日
野

の
清
流
と
共
に
生
き
て
き
た
人

~
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
伝
統
漁
法

一
i

に
隠
さ
れ
た
JI
漁
師
た
ち
の
知

9

恵
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

[
ま
た
、
ミ
ニ
水
族
館
の
コ
ー

ー
ナ
ー
で
は
、
日
野
市
付
近
に
生

ご
皐
す
る
魚
、
ま
た
は
以
前
生
息

i

し
て
い
た
魚
た
ち
に
出
あ
う
こ

1

と
が
で
き
ま
す
。
身
近
な
川
や

吋
用
水
に
生
き
る
ハ
ヤ
や
ド
ジ
ョ

す
そ
し
て
カ
ニ
な
ど
、
忘
れ
て

一
い
た
懐
か
し
い
仲
問
た
ち
が
い

＿
ま
す
。

t

こ
の
企
画
展
の
開
催
期
間
も

ト
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

r
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．． 
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甲州街道

至豊田

J R日野駅から徒歩12分

京王パス高幡不動一平山城址公園系統ふるさと博物館前下車

京王パス高幡不動.....日野駅系統実践女子短大前下車徒歩 l分

※車は市役所の駐車場をご利用〈ださい。

内

図
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1994年（平成6年）8月15日

第853号 て°‘ (8) 

市役所
代表電話

雪 85-

遜
もよおし

食
平
成

7
年
度
日
野
市
職
員
募
果

は
7
面
に
掲
載

▽
内
容
1
1
今
、
子
ど
も
に
す
す
め

た
い
本
▽
問
合
せ
先
1
1
伊
東

(ff

9
3
.
3
0
2
0
)
 

＊
日
野
療
護
園
「
第
12回
ふ
れ
あ

い
盆
踊
り
」

▽
日
程
1
1
8月
20日
▽
時
問
・
内

容
1
1
午
後

2
時
1
4時
：
：
フ
リ
ー

＊
束
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
／
午
後

5

職
員
募
集
（
平
成

7
年
度
採
用
）
時
30分
ー

8
時
30分
…
ア
ト
ラ
ク

▽
職
種
11
一
般
事
務
▽
資
格
11①

シ
ョ
ン
、
盆
踊
り
、

模
擬
店
、
花

大
学
卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の

昭

火

▽
会
場
1
1
同
園
園
庭
▽
問
合
せ

和
44年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
先

11
同
園

(
6
9
3
.
2
4
2
1
)

方
②
短
大
等
卒
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
昭
和4
7年
4

月
2

日
以
降
生
＊
小
品
盆
栽
•
水
石
講
習
会

ま
れ
の
方
③
高
校
卒
ま
た
は
卒
業

▽
日
時
11
8
月

20日
午
後
7
時
ー
・

見
込
み
の
昭
和
49年
4
月

2
日
以

9
時
▽
会
場
11中
央
公
民
館
▽
内

降
生
ま
れ
の
方
※
い
ず
れ
も
卒
業

容
1
1
小
品
盆
栽
と
水
石
の
手
入
れ

見
込
み
は
平
成

7
年

3
月

31日
ま

※
教
材
は
各
自
持
参
を
▽
費
用
11

で
▽
募
集
人
員
11若
干
人
▽
応
募

500円
▽
問
合
せ
先

11
山
口

(6
8
1

方
法
1
1
9月
6
日
ま
で
に
所
定
の
．

6
1
7
4
)

申
込
書
で
東
京
都
十
一
市
競
輪
事

業
組
合
（
調
布
市
多
摩
川

4
の
31
＊
講
演
と
話
し
あ
い

の

1
京
主
閣
競
輪
場
内
）
へ
※
申
「
49年
目
の
夏
．

8
月
15
日」

込
書
の
受
け
付
け
は
8
月
25日
か

▽
日
時
11
8
月
21日
午
後
2
時
1

ら
同
事
務
所
で。

配
布
・
受
け
付
5

時
▽
会
場
1
1勁
労
•
青
年
会
館

け
と
も
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
▽

※

日
野
市
憲
法
記
念
行
事
実
行
委

問
合
せ
先
11同
事
務
局

(
C
o
4
回
（
会
共
催
▽
問
合
せ
先
11
日
野
の

2
4
.
8
9
.
1
3
1
1
)

歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾

6

9
1
.
2
5
6
6
)
 

＊
市
立
保
育
園
臨
時
職
員
募
集

▽
職
種
11給
食
調
理
等
▽
勤
務
場
＊
日
野
市
職
員
組
合
「
給
食
展
」

所
1
1お
お
く
ぽ
・
た
か
は
た
•
も
ぐ
▽
日
時
1
1
8

月
2
4日
午
前1
1時
ー

さ
台
保
育
園
▽
勁
務
日
時
1
1
9月
午

後

2
時
▽
会
場
11
三
中
▽
内
容

19日
1
1
2月
10日
の
金
曜

・
土
曜

11給
食
の
試
食
会
、
ビ
デ
オ
上
映
、

日
午
前

8
時
30分
ー
午
後

5
時
※
包
丁
研
ぎ
（
包
丁
を
持
参
く
だ
さ

土
曜
日
は
午
後

0
時
15分
ま
で
▽

ぃ）

▽
費
用
1
1

試
食
費

250
円

▽

対
象
・
募
集
人
数
1150歳
く
ら
い
問
合
せ
先

11
日
野
市
職
員
組
合

ま
で
の
健
康
な
女
性
、
各
園
1
人

(
6
8
4
.
2
7
8
4
)

▽
賃
金
11日
額

6
千

75円
※
交
通

費
全
額
支
給
▽
申
込
み
1
1
8月
22
＊
東
京
都
七
生
福
祉
園
夏
ま
つ
り

日
ま
で
に
履
歴
書

（写
真
添
付
）
叫
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
市
役
所

2
階
児
童
福
祉
課
へ

▽
日
時
1
1
8月
25日
午
後
5
時
ー

▽
問
合
せ
先
11児
童
福
祉
課
C
内

7
時
30分
▽
会
場

11七
生
福
祉
園

線
241

グ
ラ
ウ
ン
ド
▽
内
容
1
1
模
擬
店
、

和
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ン
ド
演

奏
、
民
謡
お
ど
り
ほ
か
※
無
料
店

も
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
同
福
祉
園

（小
林

C
9
1
.
0
0
4
9
)

＊
日
野
・
子
ど
も
と
本
の
出
会
い

の
会

▽
日
時
1
1
8月
20日
午
後
2
時
ー

4
時
30分
▽
会
場
1
1
高
幡
図
書
館

ぼしゅう

＊
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

、

▽
日
時
・
会
場
1
1
8月
25日
・

26

日
午
前
10時
ー
王
午
と
午
後

2
時

I
4時
：
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
締
め
切
り
は

1
日
号
が
前
月
15日
（
必
着
）、

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

^
4
<
d
'^
て
4
9
e入
＞
ム
て
0
,
0、
’
ム
Y
d
9
C入

/
8
月
27日
・

28日
午
後

2
時
ー

4
時
と
午
後

7
時
ー

9
時
：
勁
労

•
青
年会
館
※
計
4

コ
ー
ス
▽
定

員

11
各
コ
ー
ス

30
人
※
中
高
齢

者
、
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
1
1
2千

200円

（資
料
代
を
含
む）

▽
申
込

み
先
1
1
ワ
ー
プ
ロ
同
好
会
（
村
上

C
8
4
.
1
3
8
1
)
 

＊
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
の
人
々
は
今

ー
現
地
の
医
師
を
囲
ん
で
1

▽
日
時

1
1
8月
28日
午
後
2
時
i

4
時
▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
で
被
爆
し
た
人
々
を
診

察
し
て
い
る
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国

の
医
師
が
報
告
▽
問
合
せ
先

11核

を
考
え
る
日
野
市
民
の
集
い
実
行

委
員
会
（
ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
労
働

組
合
気
付6
訊
•
9
8
8
0
)

＊
高
幡
不
動
盆
踊
り
大
会

参
加
団
体
募
集

▽
日
時
1
1
8月
28日
午
後
7
時
1

10時
▽
会
場
1
1
高
幡
不
動
尊
交
通

安
全
祈
願
所
広
場
▽
定
員
11先
着

10団
体
▽
申
込
み
1
1
電
話
か

F
A

X
で
ア
ル
フ
ァ
ー
電
気
店

(
C
9
1

.
0
4
1
5
/
F
A
X
9
1
.
0
4
 

6
3
)
へ
▽
問
合
せ
先
1
1
同
実
行

委
員
会
（豊
住
6
引
•
4
1
5
0
)

＊
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
こ
ど
も
英
会
話
教
室
無
料
体
験

入
会
▽
日
時
1
1
8月
30日
午
後
4

時
1
6時
▽
対
象
1
1
年
長
児
ー
小

6
※
申
し
込
み
を
▼
平
和
へ
の
メ

ッ
セ
—
ジ
特
別
展
戦
時
民
間
徴
用

船
舶
の
被
害
記
録
▽
日
時
11
8
月

22日
1
9月
10日
午
前
9
時
ー
午

後

5
時
▽
内
容

11実
態
写
真
・
資

料
の
展
示
▼
気
功
揚
式
太
極
拳
▽

日
時

1
1
9月
9
日
i
1
2月
16日
の

金
曜
日
（
全1
4回
）
午
後7
時
•

*flヘ
タ
で
い
い
ヘ
タ
が
い
い

“

8
時

30
分
▽
費
用
11
1
万
9
千

500

絵

手

紙

展

円

▼

デ

ニ

オ

の

英

会

話

入

門

教

室

▽
日
時
1
1
9月
1
日
1
9日
午
前

▽
日
時
1
1
9月
12日
1
1
2月
19日

9
時
ー
午
後

7
時

(3
日
は
午
後
の
月
曜
日
（
全
12回
）
午
前
10時
1

3
時、

4
日
は
午
後
0
時
30分
ま

正

午

▽
費
用
11
2
万
500円
▼
コ
ミ

で
）
▽
会
場
1
1
日
野
郵
便
局
ロ
ビ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ

E
N
G
L
l
s
H

ー
▽
問
合
せ
先
11新
婦
人
日
野
支

▽

日
時
11
9
月
14日
ー
12月
14日

部
（
田
代

f
f
9
3
.
4
7
4
4夜
間
）

の
木
曜
日
（
全

13回
）
午
後
7
時
＼

8
時
30分
▽
費
用
1
1
2
万
2
千

500

＊
男
声
合
唱
団

「
エ
ル
デ
」
円
▼
大
正
琴
と
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ

第
2
回
演
奏
会
ス
教
室
▽
日
時
1
1
9月
30日
1
1
2

▽
日
時
1
1
9月
3
日
午
後
6
時
30
月
9
日
の
金
曜
日
（
全
9
回
）
午
後

分
か
ら
▽
会
場
11い
ず
み
ホ
ー
ル

1
時
30分
1
3時
30分
▽
費
用
11

み

贔
こあMよI

(
J
R西
国
分
寺
駅
前
）

▽
内
容
11

1
万
3
千

500円
▼
秋
か
ら
の
子
ど

多
田
武
彦
作
曲
・
男
声
合
唱
組
曲
も
体
操
教
室
指
導
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
富
士
山
」
ほ
か
▽
費
用
11了
円

▽
内
容
11幼
鬼
体
操
ク
ラ
ス
の
指

※
団
員
募
集
中
▽
問
合
せ
先
11市

導
補
助
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

川

(6
9
3
.
5
8
1
2
)

以
上
明
記
の
な
い
も
の
は
▽
会

場
1
1
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

II

同
セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
チ
ャ
リ
テ
ィ
—
マ
リ
ン
バ
コ
ン

サ
ー
ト

▽
日
時
1
1
9月
11日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
七
生
公
会
堂
▽

内
容
1
1
純
益
を
日
本
点
字
図
書
館

へ
寄
付
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
曲
目

は
「
ア
ベ
・
マ
リ
ア
」
ほ
か
▽
費

用
11
3
千
円
▽
問
合
せ
先
11鈴
木

(6
8
4
.
6
8
0
2
)
 

＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時
11
8
月
16日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
映
画

「
風
の
色
が
み
え
た
」
、
入
会
受
付

（
写
真

2
枚
と
印
鑑
持
参
）
▽
申

込
み
・
問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ
ー

(
B
8
1
.
8
1
7
1
)
 

＊
三
浦
綾
子
作
「
母
」
・
前
進
座

上
演
実
行
委
員
会
準
備
委
員
募
集

▽
準
備
会
日
時
・
会
場
1
1
8月
26

日
午
後

7
時
30分
か
ら
日
野
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
※
上
浪
は
平
成

7
年

2
月

18日
に
日
野
市
民
会
館

で
予
定
▽
閻
合
せ
先
1
1
奥
野

(
6

8
3
.
2
9
1
3
)
 

＊
身
障
者
結
婚
相
談
事
業

め
ぐ
り
あ
い
友
の
会
参
加
者
募
集

▽
日
時
11
9
月
4
日
午
前
9
時ー・

午
後

4
時
▽
会
場
11セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ

10階
東
京
都
飯
田
僑
庁
舎

(
J
R飯
田
椰
駅
前
）

▽
費
用
1
1

千
円
（
昼
食
代
等
）
※
東
京
都
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
主
催
▽
申

込
み
1
1
8月
20日
ま
で
に
日
野
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
池
谷

6

8
1
.
8
7
5
8
)

へ

＊
第

2
回
「
と
も
し
び
」
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
募
集

▽
実
行
委
員
会
日
時
・

会
場
1
1
8

月
28日
午
前
10時
ー
正
午
に
日
野

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
▽
内
容

II

コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
作
り
等
に
つ

※
合
印
は
市
が
行
う
も
の
、
＊
印
は
団
体
・
個

人
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

＊
伊
藤
多
喜
雄
日
野
公
演
実
行
委

員
募
集

▽
実
行
委
員
会
日
時
・
会
場
1
1
8

月
28日
午
後

1
時
か
ら
中
央
公
民

館
で
▽
内
容
1112月
に
予
定
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
▽
問
合
せ
先

11小
山

(
6
8
4
.
4
3
2
7夜
間
）

＊
束
京
光
の
家
バ
ザ
ー
に

物
品
の
提
供
を
I
.

▽
10月
10日
に
行
う
バ
ザ
ー
に
へ

衣
類

（
新
品
同
様
品
）
、

家
具
、
電

気
製
品
（
修
理
不
要
品
）
、
食
品
、

日
用
雑
貨
等
の
提
供
を
※
回
収
は

9
月
ま
で
▽
閻
合
せ
先
11
同
バ
ザ

ー
委
貴
会

(
6
8
1
.
2
3
4
0
)

＊
＝
敬
老
の
日
』
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
70歳
以
上
の
方

100人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
に
記
念
撮
影

写
真

(6
ツ
切
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
申
込
み
1
1
9月
7
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を

記
入
し
、
日
野
・
八
王
子
写
真
師

会
事
務
局
い
づ
み
フ
ォ
ー
ト
(
〒

192八
王
子
市
上
野
町

2
の
7
2
6
0

4
2
6
.
2
3
.
4
8
5
0
)

へ

＊
す
ず
か
け
の
家
バ
ザ
ー
に

物
品
の
捷
供
を
／
．

▽
10月
2
日
に
行
う
バ
ザ
ー
に
、

日
用
雑
貨
、
食
料
品
、
新
品
衣
料

品
、
お
も
ち
ゃ
等
の
提
供
を
▽
問

合
せ
先
1
1
重
度
障
害
者
通
所
訓
練

施
設
す
ず
か
け
の
家

(
6
9
1
.
7

5
6
1
※
8
月
19日
以
降
）

象
スポLッ

＊
中
学
校
体
育
施
設
開
放

9
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
8月
19日
①
体
育
館
・
・
・

午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）

．．． 

6
時
▽
会
場
11市
役
所

5
階

505会
議
室
▽
資
格
1
1
各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
練
習
会

▽
日
時
1
1
8月
21日
午
後
1
時
1

4
時
▽
会
場

11
三
沢
中
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▽
申
込
み
先
1
1
体
育
課

6
内

線

542
▽
問
合
せ
先
11島
崎

(
6
8
1

.
4
8
8
0夜
間
）

合
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

▽
日
時
1
1
8月
27日、

9
月
3
日

•
1
0日午
後7
時
ー
8

時
3
0分
▽

会
場

11南
平
体
育
館
▽
対
象
11中

学
生
以
上
▽
定
員
1125人
▽
費
用

ー
保
険
料

IOO円
▽
申
込
み
先
11体

育
課

6
内
線

541

＊
日
野
市
混
合
団
体
戦
卓
球
大
会

▽
日
時
1
1
8月
28日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
南
平
体
育
館
▽

種
目

11混
合
ダ
ブ
ル
ス

3
ペ
ア
に

よ
る
団
体
戦
（
ー
チ
ー
ム
は

4
¥

6
人、

1
人
2
回
ま
で
出
場
可
、

同
一
ペ
ア
は

1
回
限
り
）

▽
資
格

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
連

盟
会
晏
を

1
名
以
上
を
含
む
チ
ー

ム
▽
費
用
1
1
連
盟
会
員
の
み
の
チ

ー
ム

3
千
円
／
非
会
員
を
含
む
チ

ー
ム
3
千

500円
▽
申
込
み
1
1
8月

22日
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
（
南

平
体
育
館
に
あ
り
）
に
現
金
を
添

え
て
一
志
一
沢
佳
紀
(
〒

191日
野
市
落

川
1
8
4
6
9
1
.
6
5
2
4夜
問
）
へ

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
9月
2
日
午
前
9
時
1

午
後

5
時
▽
会
場

11旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用

IIZoo

円
▽
申
込
み
先
11体
育
課

6
内
線

辺
▽
問
合
せ
先
11花
岡

(
6
8
4
.

l
l
2
6夜
間
）

＊
硬
式
テ
ニ
ス
秋
季

女
子
ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
程
11
9
月
3
日
・

10日
※
予

備
日
17日
▽
会
場
1
1
旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用
11ペ

ア
3
千
円
▽
申
込
み
1
1
8月
22日

（
必
着
）
ま
で
に
現
金
書
留
で
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
主
な

戦
歴
を
記
入
し
本
多
八
重
子
（
〒

191日
野
市
旭
が
丘

1
の
16
の

1
1
C

8
3
.
8
6
8
7
)

へ

い
て
▽
問
合
せ
先
11小
山

(
6
8
4
し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

.
4
3
2
7夜
間

）

先

11体
育
課

6
内
線

542

市
民
税

．
 

＊
市
民
体
育
大
会
水
泳
競
技

▽
日
時
1
1
9月
4
日
午
前

10時
か

ら
▽
会
場
11市
民
プ
ー
ル
▽
種
目

1
1
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
・
壮

年
の
部
で
各
種
目
※

1
人

2
種
目

以
内
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

▽
費
用

1
1
1種
目

300円
（
リ
レ
ー
は
1
チ

ー
ム

300円）

▽
甲
込
み
1
1
8月
24

日
午
後

5
時
ま
で
に
市
役
所

5
階

体
育
課
へ
※
電
話
申
し
込
み
及
び

当
日
申
し
込
み
は
不
可
▽
問
合
せ

先
11体
育
課

6
内
綜

542

＊
市
民
体
育
大
会

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
競
技

▽
日
時
1
1
9月
4
日
午
前
8
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11南
平
体
育
館
▽

種
目
1
1
中
学
生
以
上
女
子
、
混
合

（
常
時
女
子
が

2
人
以
上
コ
ー
ト

に
い
る
こ
と
）
▽
対
象
11市
内
在

住
・
在
勁
・
在
学
者
▽
費
用
1
1
1

チ
ー
ム
千
円
▼
主
将
会
議
ー

8
月

23日
午
後

7
時
か
ら
市
役
所

5
階

505会
議
室
▽
申
込
み
1
1
8月
23日

の
主
将
会
議
で
費
用
を
涼
え
て
▽

問
合
せ
先
1
1
体
育
課

6
内
線

541

＊
勤
労
者
ス
ポ
—
ツ
大
会

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

▽
日
時
1
1
9月
15日
午
前
8
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11東
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
▽
定
員
11先
着
16チ
ー
ム

(
l

チ
ー
ム
15人
以
内
で
、
女
性
ま
た

は

40歳
以
上
の
男
性
が
常
時

2
人

以
上
出
場
の
こ
と
）
▽
費
用

I
I
l

＊
「
旭
が
丘
女
声
合
唱
団
」団

員
募
集

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

2
時
1
4時

3
0分
に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で

※
平
成

7
年

4
月
に
涼
奏
会
予
定

▽
費
用
1
1
月

3
千
円
▽
問
合
せ
先

11小
林

(
6
8
7
.
5
9
2
5
)

＊
女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ア
・
テ
レ

—
ジ
ア
」
団
員
募
集

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
に
勤
労
•
青

年
会
館
な
ど
で
▽
費
用
11月
4
千

円
※
経
験
者
希
望
、
見
学
歓
迎
▽

問
合
せ
先
11伊
丹

(
C
8
2
.
0
0

3
2
)
 

＊
市
民
体
育
大
会
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
程

1
1
9月
11日
※
雨
天
の
場

合
は

18日
▽
集
合
1
1
午
前

9
時
J

R
鳩
ノ
巣
駅
前
▽
行
き
先

11本
仁

田
山
▽
コ
ー
ス
11大
根
ノ
山
ノ
神
＊
ジ
ョ
イ
フ
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
プ

会
員
募
集

ー
コ
ブ
タ
カ
山
ー
本
仁
田
山
ー
大

休
場
尾
根
ー
安
寺
沢

1
J
R
奥
多

▽
毎
週
火
曜
日
午
後

7
時
ー

9
時

摩
駅
の
6
時
間
▽
費
用
1
1
交
通
費
に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽

約
千

200
円
▽
持
ち
物

11
弁
当
、
お
対
象
11多
少
経
験
の
あ
る
方
▽
費

わ
ん
、
水
筒
、
帽
子
、
雨
具
、
保
険
証
、
用
11年
会
費
千
円
、
月

3
千
円
▽

軍
手
▽
申
込
み
1
1
9月
6
日
ま
で
問
合
せ
先
11野
田

(
6
8
1
.
4
8

に
電
話
で
体
育
課

(
6内
線

542)
へ

0
5夜
間
）

※
代
理
の
申
し
込
み
は
不
可

＊
く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

団
員
募
集

▽
毎
週
日
曜
日
午
後

1
時
30分
ー

4
時
30分
に
国
立
市
公
民
館
な
ど

で
▽
弦
楽
器
（
特
に
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
）
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
募
集
※

10

月
初
日
に
演
奏
会
▽
問
合
せ
先

II

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局

(
6竹

.
0
8
4
8
)
 曾

〗

＊
シ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
1
1
9月
25日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
南
平
体
育
館
▽

資
格
11
市
内
在
住
の
50歳
以
上
の

女
性
▽
費
用
11千
円
▽
申
込
み
11

山
口

(
6
9
1
.
2
8
9
4
)

チ
ー
ム

3
千
円
▽
甲
込
み
先
11東

芝
労
組
日
野
支
部

(
6
8
5
.
3
6

4
4
)
 

＊
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ゼ
ミ
団
員
募
集

▽
月

2
、

3
回
午
後

6
時
30分
か

ら
束
京
学
芸
大
学
で
練
習
▽
費
用

1
1
1
万
l
千
円
※
平
成
7
年
3
月

に
演
奏
会
▽
問
合
せ
先
1
1

田
川

(
C
0
4
2
3
.
8
7
.
0
1
6
1
)
 

＊
身
近
な
法
律
を
学
ぶ
会

「
あ
け
ぽ
の
」
会
員
募
集

▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午
前

10時
ー
正
午
に
高
幡
図
書
館
な
ど

で
▽
費
用
11月
千
円
▽
問
合
せ
先

11入
野

(
6
9
2
.
3
7
6
5
)

＊
卓
球
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

▽
こ
れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま

す
。
初
心
者
は
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
上
級
者
は
ト
ッ
プ
を
目

摺
し
、
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
を
※
会

場
は
南
平
体
育
館
を
予
定
▽
問
合

せ
先
11中
村

(
6
9
4
.
1
7
9
4
)

畠
＊
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

▽
月

2
、

3
回
日
曜
日
の
午
前
に

三
沢
中
な
ど
で
※
初
心
者
歓
迎
▽

費
用
11月
千
円
、
入
会
金

lOO円
▽

問
合
せ
先
1
1
新
日
本
婦
人
の
会
日

野
支
部
（
中
馬

6
9
1
.
3
2
8
6
)

暉
g

公
勘

＊
初
心
者
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

▽
日
時
1
1
9月
3
日
ー
10月
22日

の
毎
週
土
曜
日
（
全

8
回
）
午
後

2

時
1
4時
▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
内
容
1
1
フ
ァ
ン
シ
ー
ミ
ニ
ラ
ン

プ
製
作
▽
対
象11
市
内
在
住
•
在

勤
の
初
心
者
▽
定
員

1120人
▽
費

用
1
1
4千
円
（
教
材
費
）
▽
持
ち
物

11軍
手
、
エ
プ
ロ
ン
、
布
、
サ
イ
ン

ペ
ン
、
は
ん
だ
こ
て
ほ
か
▽
申
込

み
1
1
8月
26日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館
(
〒

191
日
野
市
日
野
本
町

7
の

5
の

2
3
C
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

都
民
税
（
第
2
期）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
3
期）


